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令和 5 年 2 月 24 日  

日本文化専攻 「学修到達度の確認」実施報告書 

 

１．実施方法 

 

【目的】 

日本文化専攻のディプロマ・ポリシーから導き出された 8 項目の学修指針（教育目標）

に 対する学修成果について、4 年終了時における到達度を確認することを目的とする。 

  

【方法】 

「学修到達度の確認」を用いて、4 年次の 1 月に実施した。具体的には GWE の Classroom

を利用し、対象学生に「学修到達度の確認」用紙を Google スプレッドシートで掲出し、パ

ソコン上で入力し提出させた。手順は以下の通り。 

１）8 つの学修指針の各項目について、学習到達度確認表の各到達レベルの内容を参考に、

1～4 の 4 段階で自己診断した数値を入力する。 

２）各項目への自己診断をもとに、「自己評価コメント」を記入する。 

 

 ２．集計結果  

 

【回答者数】 

・4 年生 46 名（2019 年度入学者 44 名・2018 年度入学者 2 名） 

・回答者 43 名 未回答者 3 名（うち１名は留年者） 

 

【集計】 

 ・8 項目の学修指針ごとに、自己診断の平均値等を集計（別紙「集計結果」） 

 ・全対象者が記入した「自己評価コメント」を集計（別紙「自己評価コメント」） 

 

 （表１：平均値・最大値・最小値） 

 教養力 人間性 コミ力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

平均値 3.2 3.0 2.8 3.0 3.0 2.8 2.6 2.7 

最高値 4 4 4 4 4 4 4 4 

最低値 2 2 2 1 1 1 1 1 

 

（参考）2 年終了時  

平均値 2.7 2.6 2.2 2.6 2.6 2.3 2.2 2.3 
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（表２：実数） 

評価 教養力 人間性 コミ力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

4 12 7 9 11 11 7 2 5 

3 28 31 20 25 25 21 23 22 

2 3 5 13 6 5 14 16 15 

1 0 0 1 1 2 1 2 1 

 

（表３：昨年度（2021 年度）卒業生の 4 年終了時の平均値〈参考〉） 

 教養力 人間性 コミ力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

平均値 3.5 3.3 3.2 3.2 3.4 3.1 3.0 3.2 

 

（表４：一昨年度（2020 年度）卒業生の 4 年終了時の平均値〈参考〉） 

 教養力 人間性 コミ力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

平均値 2.8 2.8 2.6 2.7 2.7 2.4 2.3 2.4 

 

３．検証結果  

平均値は、すべての項目で 2 年終了時の数値を上回っている。２年次のデータは未提出

者 10 名があるので、一概に比較対象としてよいか判断しにくいところだが、ほとんどの学

生が４年間の学修成果を肯定的に実感していることが明らかとなったと判断できる。 

ただし、昨年度の卒業生の 平均値が、どの項目も 3.0 以上であったことと比較すると、

本年度はすべての項目で低下傾向がみられる。ただし、一昨年度と比較すると本年度は良好

という事ができる。 

こうした変動の理由は今のところ確定的ではないが、一因としてコロナウイルスによる

遠隔授業化の影響があるかもしれない。一昨年度は４年次のみ、昨年度は 3・4 年次、本年

度は 2・3 年次に遠隔授業となった。比較的数値の高かった昨年度卒業生は、1・2 年次が平

常授業であって、専門科目も平常で受講している。いわば大学生としての基礎ができてから

3・4 年次で遠隔授業となったので、それを乗り越えたという達成感が、全体的な肯定的評

価につながった可能性がある。一方、本年度卒業生は、学群所属の１年次が平常で、専門科

目が多くなる 2・3 年次に遠隔となったので、4 年次が平常に戻ってからも、4 年間を振り

返ったときにやや否定的な評価となったものかもしれない。 

平均値を項目別にみると、「教養力」「専門力」が「3.2」「3.0」と高く、「技術力」「判断力」

が「2.6」「2.7」と低かった。この傾向は昨年度および一昨年度にも共通する。本年度卒業生

で特殊なのは、「コミュニケーション力」が「2.8」とかなり低いことである。過去の傾向で

は「コミ力」は高い方であった。カリキュラム上での大きな変更は実施していないので、こ

れもまたコロナウイルスによる遠隔授業化が大きくかかわっている可能性がある。 
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４．結果に対する評価 

学生からの自由記述を見ると、評価点が低い場合にもしっかりと自己分析できているケ

ースが多く、当該学生のすべてが学位授与にふさわしいレベルにまで達している様子が確

認された。 

 

５．今後の課題  

 

自己評価コメントを見ると、たとえば以下のように、やはり 2～3 年次のオンライン授業

の影響に触れているものが散見された。 

 

コロナ禍で２年３年をオンライン授業を経ての全面対面授業で、あまり授業に身が入

っていないように感じたため、今後何かしらで学ぶ機会があれば集中して行っていき

たいと思った。 

 

2023 年度の 4 年生は、1～2 年次がオンライン授業であった学年に当たるので、残り 1 年

の対面授業において、十分なフォローを行うことが課題となろう。 

 

 

以上 
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学生 自己評価コメント

1

レポート課題形式の講義が多かったため、自分で一から調べ、考え、論理的にまとめる力はつけられたのではな

いかと感じる。しかし、自分と異なる意見への柔軟な対応力はあまり身に着けられなかったように思う。また、

自分の興味関心にあまり惹かれないものに対して、どうしても消極的になってしまう点と期限ぎりぎりになって

しまう癖は改善できなかったのでより気を付けなければならないと思った。

2

学習を通して様々な視点から物事をとらえられるようになったと感じている。しかし、調査が不足していたこと

などもあり、日本文化について適切な分析、的確な解決方法を導く力を養うことがあまりできてなかったと感じ

ている。

3

四年間を通して学んだ内容において、日本文化の価値観を身近ではない視点から資料を得て、考えることができ

ていたと思う。そして、それを授業発表の場において自身の意見に発展させて伝えることもできていた。三、四

年次においては、ゼミでの日本文学作品におけるレポートの作成および発表を行い、設定した問いと答えに適切

な参考文献を収集して自身の意見をまとめることを行い、自身の日本文学作品に対する論理的な思考とその発表

が行えていたといえるだろう。しかし、文献を用いる以外のフィールドワーク的な解決方法の模索などができて

いなかったのが反省すべき点だと考える。

4

４年間の間で日本文化に対する興味が深まりました。ジャンルを問わず様々な書籍を読むようになり、知見が広

がりました。また、古文から近現代文まで幅広い知識を得ることが出来ました。日本文化の課題に対して、他の

学生たちと議論したことを通して、コミュニケーション能力が高まったと感じます。今度も、日本文化について

より理解を深めることができるように、勉強を続けていきたいです。

5

日本文化について、詳しく学ぶことが出来て、自分が生きる上での歴史や伝統文化といった大切にされるべきも

のとの向き合い方について考え直すことが出来た。自分は同い年の中でもそういった物事に真剣に向き合ってい

る方だと勝手に考えていたが、そんなことはないのだと多くの人と学ぶことで、自分が如何に狭い視野で自分知

識という狭い場所から世間を見ていたか思い知った と感じた。日本文化を通じて、自分と育ってきた地元との関

係についても見つめ直せた、自分の住んでいるところは田舎と思っていたが、その地域に伝わる伝統と繋がる努

力をしなければ、田舎も都会もあまり関係ないこともわかった。

6
自己評価のレベルは低かったが、これらを踏まえて改善できるところは改善や努力し、今後に活かせるようにし

たい。

7
4年間を通して色んなものに対し興味、疑問を感じるようになり周りに目を向けられるようになったと感じる。

また、それらを解決するための行動力はまだ足りないと感じた。

8

4年間、日本文化専攻として講義を受けてきた中で、日本文化に対する関心と知識を培うことができたと感じ

る。特に学芸員課程において、授業で学んだことを生かして活動に取り組むことができ、知識が身についている

と実感することができた。また、授業選択にあたり、日本文学への学びだけではない幅広い分野への知識を得た

いと考えていたこともあり、心理学や建築、美術や外国文学の講義を受けたことで、興味と知識の幅を広げるこ

とができ、以前よりも様々な観点から問題を考えることができるようになった。人生において面白いと感じるこ

とのできる範囲が広まったことが、大学生活で得た大きな成果であると思う。

9
高校の教科書などでは表面に触れるだけの事を詳しく学ぶことが出来たので、良かったと考えています。ゼミの

発表の解説や補足が面白かったので、もっと聞きたかったです。

10
4年間を通して、成長できたと感じられる部分もあったが、怠けてしまったり、自分に対して甘くなってしまっ

たりする部分があった。

11

4年生を振り返り、特に成長できたと思える部分は、専門力である。日本文化の美術、芸道、建築などの歴史を

学修し、深い知識を得ることができたからである。同時に、自ら進んで疑問を持ち、それを解決する判断力や実

践力を身に着けることができた。しかし、歴史だけを学んだために、現代の日本社会のことを深く理解できたか

どうかは、疑問を持たざるをえない。また、ゼミでは、人前で発表する場面があったが、論理的にかつ的確に相

手に伝えることができていたとは、言い難い出来であった。そのため、社会性の養成が一番伸びなかった部分で

あると判断した。

12
ゼミ論文の執筆を通して、自らのテーマに沿った日本文化の専門知識を知見することができ、文化の深層に見え

る日本人の思想や当時の考えを読み取ることができた。
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13

4年間で最も身についた力は、ひとつの物事に対して複数の観点から問題を見つけ、その解決方法までを言葉で

伝える力だ。課題では字数の関係などで複数個取り上げ言語化できないことが多かったが、他の学生の発表や共

有された提出課題などから考えを深めることができた。また、新たな考えと出会うこともできた。しかしなが

ら、対面授業が少なかったことが原因か、学生同士で議論することが少なかったため、他人に伝わる表現を身に

付けられていたのかはわからずじまいだった。これから先、自分の表現が他の人に通じるか、理解してもらえる

かどうかは相手を観察して気付いていくしかない。

14

私はこの4年間の授業で日本文化に付いてよく知ることが出来たし、自分なりに興味や関心を持って取り組めた

ととても強く感じた。この大学での勉強を通して自分がとても成長出来たと思うので、この成長を忘れずに今後

も取り組んでいきたいと思う。

15

研究テーマに先行事例が少なかったため、自分で試行錯誤しながら論文や資料を探し繰り返し読む必要があっ

た。まずは先生に相談し、参考文献を探しつつゼミの仲間との意見交換を積極的に行うことができた。悩むこと

や自分が何を主張したいのか分からないこともあったが、地道に研究を続けてきたことで、ようやく研究の着地

点が見えてきたという状況である。４月からも自ら課題を見つけ、その解決を図るための努力を惜しまない人材

として貢献したい。

16
1年生、2年生のときと比べると話せるようになった。歴史に関しては中学、高校生の時よりも、深く時代背景と

情勢を学んだ。それにより新たに興味を持った分野もある。他の人と意見を交換し合いたい。

17
コロナ禍で２年３年をオンライン授業を経ての全面対面授業で、あまり授業に身が入っていないように感じたた

め、今後何かしらで学ぶ機会があれば集中して行っていきたいと思った。

18

日本文化専攻での学習を通じて、興味を持っていた分野に関して専門的な知識を得られたことに満足している。

特に卒業論文を執筆した際は、これまで学んだ知識をふまえて考察することができたように感じる。また、学ん

だことを現代ではどのように生かしていけるのかについて考えたい。

19

今年度は主にゼミでの発表で社会人としてのコミュニケーション能力や社会性が培われたと感じる。特にゼミで

の発表から資料に書いてあること以上のことを伝えるなど、プレゼンなどに必要な臨機応変さが培うことができ

た。

20

さまざまな視点から見ることで、日本文化について深い知識を得ることができた。 また、日本文化と真摯に向き

合うことで、日本の歴史だけでなく、現代の日本の問題を発見し、 見直すというきっかけを得られた。一方で、

批判するということが苦手なため、論理的に批判するということをあまりできなかった。物事に対して問を見つ

け、批評するというスキルはこれからつけていきたいと思う。

21
結局最後まで学修に対する明確な自分の目標を立てられず、緩みきった感覚で取り組んできてしまったなと反省

している。

22

論理的な意見を持つことやコミュニケーションはあまり成長していないと感じた。この二つは今後の課題で、改

善しないといけないところである。社会人になっても自ら勉強をし続け、努力していくことを心がけたいと思

う。これからも日本の文化や歴史に触れていきたい。

23

4年間、日本文化という専門分野の勉強をして、自国の伝統や歴史、通過儀礼や礼儀など多角的な観点から学ん

できました。学年を重ねるごとに、日本文化をより「自分事」として向き合うことができ、授業内での共同作業

や意見交換を通じて、人それぞれの文化観を客観視できたことも非常に有意義でした。ゼミでは、初期は特に自

分の書く文章の論点と結論にズレを感じたり、うまく先行研究の批評ができなかったりと「最低限」のレジュメ

しか作れていなかったと感じていましたが、回数を重ねるごとに自分の意見の主張とそれに伴う裏付けまででき

るようになり、今では学習の成果として自己成長を感じるまでになりました。

24

四年間を通じて、幅広い知識と多角的にみる視点が培われたと感じるが、計画して継続した学習努力をすること

が難しかった。また、自分の意見を短くまとめて発表することは得意であるが、複数人と議論してその結果をま

とめるということが苦手であり、今後の課題として残っている。

25

新型コロナウィルスの影響で対面による授業が困難となり、コミュニケーション力や社会性は想定していた程度

よりもやや満足のいかない出来になったように感じる。しかし、それの影響で対面授業が再開した際には積極的

に授業に取り組みたいという意欲が増し、下降したままにならなかったことが幸いである。また、技術力や実践

力は授業全体で調査や分析をする機会が多すぎたため、「創造的担い手」になるまでには至らなかったように感

じる。これらの点以外は非常に良い学習ができたように思う。
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26 全体を通して、知識が深まっただけでなく、様々な角度から日本文化に興味を示すことができたと思う。

27 以前よりも、多角的な視点で物事を考え、論理的に意見を述べることができるようになったと感じています。

28

私はこの4年間で日本文化や歴史に関する知識・考察力や論理的思考力などが身に付いたと感じています。各地

域・日本全体・外国視点、時代・学術分野など、多角的に日本文化を考察する力を養えたことで、日本や地元の

文化・歴史の魅力を再発見できました。コロナ禍で対面授業も減少しましたが、座禅・日本舞踊・着付け・書道

など体験型授業にも積極的に参加し、全身で日本文化を学んだ学生生活となりました。また、授業や学友の影響

で、博物館・美術館・史跡・寺社仏閣などに訪れたり、世界遺産検定・秘書検定などを取得したりと学外におい

ても積極的に知見を広げることができました。一方、独自の分析方法や解決方法を確立できたとは言い切れない

とも感じています。しかし、先生や書籍・ネットの力を借りながらでしたが、自分らしさを追究しながら課題や

レポートに向き合えたと思っています。駒沢女子大学に入学し、様々な出会いのなかで学生としても人としても

実りある4年間でした。

29

4年間で色々と成長できたところは実感しているが、もっと伸び代があるなと感じました。社会人になっても向

上心を持って頑張りたいです。今までゼミ含め大変お世話になりました。ゼミの時間は過ごしやすかったです。

三田先生もお身体に気をつけて頑張ってください！

30
日本文化専攻に所属してから、主に日本の文学作品について興味を持ち、自ら学びを深めることが出来た。ま

た、国語の教員免許を取得するために文学作品や読解力、語彙力が身につくように努力することができた。

31 2年終了時と比べて、全体的に良くなったと感じる。 しかし、４をつけるまではできていないと思った。

32

日本文化の内容や秩序、慣習といった日本文化の在り方を理解することや、その内容を自分なりにまとめたり考

えることはできたと思う。しかし、自己評価してみると、学んだ内容の批判や分析など、応用的なことはあまり

できていなかったと感じた。これからは学んだことをさらに応用して自分なりの意見を持てるようにしていきた

い。

33

日常生活を送る中で、大学での学びが役立っていることを実感します。アルバイト先が接客業であり、大きな企

業の看板を背負っているお店の為言葉遣いにはかなり気を配っています。大学1年生の頃から学んできた日本語

の使い方を意識し、お客様や上の立場の社員さんにも褒めて頂けるような言葉遣いが出来ていることは、学びが

しっかりと身についているのだと思っています。また日本文化専攻で日本の文化や文化財、仏教等様々なことを

学びましたが、以前から好きであった神社仏閣巡りや、年中行事を行う中でこれらの学びが生きていると感じま

した。具体的な知識が少ないものでも、興味関心を持つことが出来ていたり、気になって調べたりすることは大

学で学ぶ前の私からは考えられず、良い成長が出来たのだと思いました。日本人として大切なことを、この4年

間で学び身につけられました。

34

ゼミの研究が難解なところが多く難しかったが、自分なりに注釈書を活用し自分なりの解釈をまとめることが出

来た。日本文化を知ったことで、テレビを見た時わかる内容が多くなり、自分なりに説明できるようになった。

様々な授業を受けて自分の中の強みに日本文化を知っている、ということが加わり、視野が広くなった学びだっ

た。

35
自分の研究したい日本文化についていろいろな先行文献や注釈書等を用いて研究することができた。ゼミで得た

力を活かしてこれからも様々な日本文化について研究したいと思う。

36
日本文化の学びやそれに附随する調査やまとめレポートを通して、学友と協力して情報共有する力や、何につい

て学びを深めるかの目的意識とそれを達成するための思考力や調査能力がついた。

37
この四年間を通して、様々な知識を得ることができた。自分の知らなかった日本文化や、その問題について知れ

た。また、その問題について分析し、文章にまとめるといった力も身に付けられたと感じる。

38

大学4年次においては卒業論文の執筆が最も大きな学修であったように思う。自ら設定した研究テーマについ

て、文献による調査を行いながら先生方にご助言いただき、卒業論文という形で文章としてまとまることができ

た。 その他授業を通しても、日本文化に関する学修について、大学4年間で得てきた学びを活かしつつ取り組む

ことができたと感じている。

39

駒沢女子大学で日本史を専攻し、歴史だけでなく、日本の文化について深く学べました。また、博物館学芸員課

程を取得したことで、資料保存や博物館の役割、これからの課題について、実際に博物館で実践しながら知るこ

とができ、貴重な経験をさせていただけたことに、とても感謝しております。専門性を身に付けただけでなく、

自分で考える発想力や想像力もこの大学で身につけることができました。

6

d0001074
長方形



40

日本の文化や歴史をこの4年間学んできたが、何年たってもまだまだ学習するべきところが多く、うれしく思

う。私は特に資料の読み解き方が身についたと感じている。例えば、長い文章の中で今必要な情報を取り出すと

いったような能力だ。これはとても重要で、論文を書く時、ぐだぐだと必要のない事柄を気づかずに書いてし

まっていたり、文字数制限が守れなくなってしまったという事態を防ぐことができる。この能力は大学を卒業し

た後も重要になってくるはずなので変わらず磨いていきたい。

41 日本文化に関する知識はもちろん物事を多角的に考え結論を出す力や文章構成力が身についた。

42 日本文化に関する幅広い教養と専門知識を身に付けることができたと考えます。

43
様々な授業を通して幅広い知識だけではなく、以前は持っていなかった考え方やものの見方を身につけることが

できました。
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人間文化学類人間関係専攻「学修到達度の確認」調査結果報告書 

2023 年 2 月 28 日 人間関係専攻 

 

1. 調査概要 

調査目的：学生の学修到達度自己診断結果の現状を把握し、今後の教育の質的向上を図るため 

実施期間：2023 年 1 月 28 日～2023 年 2 月 22 日 

実施方法：ウェブアンケート調査（Google フォーム利用） 

対象者：2022 年度人間関係専攻 4 年在籍者 

回答者数数/対象者数：61 名/93 名（うち、3 名は休学中）（回答率 65.6%） 

 

質問内容： 

人間関係専攻学修到達度確認表にもとづき、「教養力」「人間性」「コミュニケーション力」「社会性」「専

門力」「判断力」「技術力」「実践力」の 8 つの能力等に関する自己評価について、それぞれ、4「非常に身

についた」(lv.4）、3「かなり身についた」(lv.3）、２「身についた」(lv.2）、1「少しは身についた」(lv.1）

の 4 段階での回答を得た。また、4 年間の学修到達度に関する自己評価について、自由記述での回答を得

た。 

質問紙は参考資料①を参照。 

2. 集計結果 

表 1）平均値 

 教養力 人間性 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

平均値 2.9 3.1 2.9 2.9 2.6 2.7 2.4 2.7 

 

 

 表 2）8 つの能力等について各レベルを選択した学生の人数（人） 

 教養力 人間性 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

lv.4 9 20 11 11 6 7 5 7 

lv.3 36 26 33 35 26 32 23 31 

lv.2 16 15 14 13 25 20 26 20 

lv.1 0 0 3 2 4 2 7 3 
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図 1）学修到達度確認表８能力等における各レベル（自己評価）の割合（%） 

3. 検証結果 

人間関係専攻のカリキュラムポリシーに基づく学習到達度の測定の実施結果をまとめると以下のよう

になる。 

各能力等の自己評価の平均値は表 1 の通りである。2 年次実施の調査では 5 段階評価で回答を得てい

たため、2 年次との比較は省略する。 

図 1 に示された通り、学修指針に示される８つの能力のうち、「教養力」「人間性」「コミュニケーショ

ン力」「社会性」で 4 段階評価のうち 4「非常に身についた」（lv.4）と 3「かなり身についた」（lv.3）を

選択したものの合計がいずれも 70%を超えた。「判断力」「技術力」についても 60%を超えている。 

一方で、「専門力」では 52.5%、「技術力」では 45.9%とやや低い結果であった。このうち、「専門力」

については、大学教育の要であることからとくに改善が必要である。推測される原因としては、専門力を

学生に伝達するには、教員のスキルと教育効果がでるまでに多大な時間が必要であるにもかかわらず、

人間関係専攻では教員数に比して学生数が過度に多いことが挙げられるだろう。専門分野の必修授業で

も履修者が 100 名程度ということが続き、個々の学生の学修到達度を十分にケアすることができなかっ

た。また、一般的な感覚として、「専門力」は、たとえば「コミュニケーション力」等と比して、「自分が

その能力を身につけた」と主観的な評価を下すことへのハードルが高い点も考慮しておく必要があるだ

ろう。また、「技術力」については、１「少しは身についた」（lv.1）が 11.5%と 1 割以上の学生が効果を

感じていない。これについては、そもそも「技術力」の育成には「教養力」などに比して、大学の外での

教育や訓練が必要となることが考えられるだろう。人間関係専攻のカリキュラムは、相対的に技術力よ

りも教養や専門性の獲得を目指して作成されているため、当然の結果ともいえる。また、コロナウイルス

の流行により、課外活動等が制限されたことが影響している可能性もある。 
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DP の達成に関しては、表２から、最も低い評価である１「少しは身についた」（lv.１）を選択した人

数に着目してみると「教養力」「人間性」では 0 人であることから、十分に達成できたと考えられる。「コ

ミュニケーション力」（3 人）、「社会性」（2 人）、「専門力」（4 人）、「判断力」（2 人）、「実践力」（3 人）

では少数ではあるが、lv.1 を選択した者がいる。さらに「技術力」では 7 人の学生が lv.1 を選択している

ことから、これらについては改善が求められる。 

自由記述欄（添付資料②）を見ると、学生たちも大学生活がコロナ禍と重複したことに言及している。

しかしその中でも、オンライン/オンデマンド授業での課題が成績に反映されるシステムが「私にとって

成長する転機」だったと捉えたり、「しっかりと順応し行動できた」と評価したりなど、学生たちが柔軟

に対応しながら成長した様子が見てとれる。また、「一つの問題について、他の方の様々な考え方を聞く

ことで、私自身の思考も刺激され、柔軟性が身についた」「多くの学生とコミュニケーションをとる機会

が多くの価値観を知り、協調性を身につけ、深く議論を交わすことができ、自身の軸を強く持つことが出

来ました」などの意見からは、多様な専門分野からなるカリキュラムという人間関係専攻の特性がしっ

かりと効果を上げていたことも確認できた。 

 

4. 今後の課題 

以上のことから、今後はまず、教員数と学生数の適切なバランスを保ち、本学の特徴である少人数で丁

寧な教育を実施したい。そのためにはまず、入学者数（専攻進級者数）に上限を設けることが必要である。

とくに、本調査が学生の「自己評価」である特性を考慮すると、学生の「主観的」な到達度を向上させる

ためには、教員が学生一人ひとりに「成長」を伝えたり、それぞれのレベルに合わせた指導をしたりする

時間が不可欠である。 

「専門力」については、専門科目の授業内容や運営方法を各教員が見直すとともに、「技術力」につい

ては、講義科目であっても授業時間内に知識を実践的に活用する時間を設けるなどの工夫ができるかも

しれない。 

また、「人間関係専攻学修到達度確認表」に示される項目の妥当性についても検証が必要だろう。たと

えば「人間性」について自身のレベルを答えさせることは、大学教育の枠を超えていないだろうか。 

今回の結果を専攻教員で共有し、今後の教育に役立てたいと思う。 

 

（文責：大貫） 
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各技能の到達度について
以下8つの技能がどの程度身についたかを自分自身で判断し、それぞれについて、以下のいずれ
かを選択してください。

レベル４（秀）：非常に身についた
レベル３（優）：かなり身についた
レベル２（良）：身についた
レベル１（可）：少しは身についた

なお、各技能のレベル詳細についてはフォーム末尾の学修指針詳細説明を参照してください。

1。 メールアドレス *

学修到達度に関する自己評価（人間関係
専攻）
2022年度の4年生の皆さん

皆さんの大学での学修がどの程度達成されたかについて、皆さん自身の自己評価をお聞
きします。
ここで回答した自己評価によって、成績、大学生活、その他において、皆さんに有利/不
利が生じることは一切ありません。思った通りに回答してください。

※以下、8つの択一式の設問と、1つの自由記述式の設問があります。ご協力よろしくお
願いいたします。

*必須

参考資料①
人間関係専攻 2022年度4年生
学修到達度に関する自己評価  調査実施時配布資料（質問紙） 
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 フォーム
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https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms
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参考資料② 

人間関係専攻 2022 年度 4 年生 

学修到達度に関する自己評価 自由記述欄 

1 

 

 

 自分で評価をしてみて、低いレベルが多いと分かった。レベル 1 の基準には達してい

てもレベル 2 の基準までは少し不足している技能があった。 

 人間性やコミュニケーション力、技術力や判断力など、入学前に特に足りていないと考

えていた力を伸ばすことができたことは評価できると思う。 

 しかし、十分と言えるほどには会得できなかった力があったとも思うため、少々不完全

燃焼であるとも感じる。その部分をこれからも改善し続けるためにも、学ぶことを止めず

様々な情報を吸収していきたいと考えた。 

4 年間長いようでとてもあっという間でした。 

やはり、コロナが大学 2 年～3 年の間に流行した背景が大きいと思っております。 

しかし、みんなにとって苦痛は私にとって成長する転機だったと思います。 

受け身の大学講義が自分はこう考えていると提出することで講義成績に反映するシステ

ムが一番成長するきっかけになりました。 

私なんか、どうしようもない考えることを放棄している頭悪い子と卑下しておりました

が、大学という機関といのは、学力ではなく、研究する機関ととても感じました。 

学力で測れないからこそ、自分はまだまだ能力見識が足りないと感じさせていただきま

した。 

このことから、「すべては自己責任」という大学側の方針が、とても自由で楽しかったで

す。 

ゼミの臼井先生を始めとする、様々な学問を学べた、駒沢女子大学に入学出来て、私はと

ても楽しかったなと思いました。4 年間ありがとうございました。 

ただ、一つ後悔したことは、顔見知り程度の友達は作って楽しんだらもっと充実したのか

なと思っています。 

コロナで思っていたような大学生活ではありませんでしたが、自分なりに明るく元気に

頑張ることができたと思います。就職活動も前々から始め、自分ではとても納得のいく結

果を出すことができたと思います。 

コロナ禍で学校に通えない時期もありましたが、大学に入るまでの自分と比べて一人で

の行動能力とコミュニケーション能力が上がったと感じたのでよかったと思います。 

コロナ禍で人と関わる機会が極端に減った中で、学園祭実行委員会の活動に携われたこ

とは私の誇りです。今思うと、私を成長させてくれ、就職活動にも力になったのは活動の

おかげだと思います。大学で友達ができなかったのは残念ですが、大学に通わなかったら

得られなかった考え方を得れました。 

やっぱり自分次第です、がんばるのも頑張らないのもそう感じました 

一つの問題について、他の方の様々な考え方を聞くことで、私自身の思考も刺激され、柔

軟性が身についた。 
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参考資料② 

人間関係専攻 2022 年度 4 年生 

学修到達度に関する自己評価 自由記述欄 

2 

 

学修到達度詳細説明を指標にして学習指針の各技能の評価をつけました。実感よりも評

価が低いように感じます。ただ、教育目標の欄を見ると私はこの 4 年間で 4 つとも達成

できているように思いました。学問だけではなく人間としての成長ができたと感じてい

ます。お世辞でも何でもなく、心から駒沢女子大学に入学して良かったと思います。自分

の考えや価値観、そして周囲の人の考えや価値観を大切にできるようになりました。 

高校に比べ社会性やコミュニケーション力は上がったと自分でも感じた 

高校まででは習うことのできなかった部分を学べ、知識として得ることができた。知らな

かったことを新しく知ることができ、その知識を持っている上で、これから生活していけ

るため、大学まで進学してよかったと思う。 

私はコミュニケーションを深めるために人間関係専攻に入ったのですが、感染症の影響

で約 2 年間大学に行けなかったこともあり、グループワークなどで話し合う言語領域の

面でのコミュニケーション力をつけることはあまり出来なかった。しかし、感染症の影響

でマスクを付けていたことで相手の感情を読み取るという非言語の面でのコミュニケー

ション能力は身についたのではないかと感じる。 

自己評価としてはほんとこの四年間なにして過ごしてきたんだと思うばかりで、もっと

こうできたでしょ！が多いと感じました。 

自分自身で考え、物事を進めることとグループ活動などの組織の中でメンバーと協力し

ながら何かを達成することなどの経験を得ることができ、責任感やコミュニケーション

能力を更に身に付けられた。 

社会人になる前に必要な知識やマナー、技術などが学べました。 

授業中にディスカッションをしたり、参加する機会がある授業の方が知識が身について

いると感じました。学修到達度に関しては比較的満足していますが、この知識を忘れず活

かし続けられるかが問題だと思います。 

生きていくうえで常に付きまとう人間関係や自分自身と向き合うという課題を、大学で

学んだ知識や考え方を活かしながら分析することができるようになった。また、専門ゼミ

では、チームでの雑誌制作を通して、読み手の立場になって構成や改行の位置、言葉選び

などを考えた。どうしたら自分たちの意図通りに伝わるのか試行錯誤する中で、専門的な

知識や想像力を養うことができたと思う。 

前半 2 年間は、総合的な教養力を身につけることができて、自分の興味のあるものを実

践的に探すことができました。後半、人間関係専攻に進んでからは、本当に自分がやりた

かったメディアや社会学などについて深掘りすることができて専門性が高まりました。

実践的な科目も多く、これからの人生で役立つことがたくさん身につきました。 

遅れて申し訳ございません。よろしくお願いいたします。 

多くの学生とコミュニケーションをとる機会が多くの価値観を知り、協調性を身につけ、

深く議論を交わすことができ、自身の軸を強く持つことが出来ました。 
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参考資料② 

人間関係専攻 2022 年度 4 年生 

学修到達度に関する自己評価 自由記述欄 

3 

 

 

大学での学修により幅広い視野を持ちながら様々な力を身に付けることが出来たと思い

ます。 

大学に行く機会が少なく、家での学習が多かったので、分からないところや疑問に思うこ

とを解決するのが凄く難しいと思いました。 

特にコミュニケーションの面で入学当時に比べ、自分の意見を持ち発言できるようにな

ったと感じる。また基本的な教養や知識は身についたのではないだろうか。 

突然コロナになり、生活が大きく変化したが、しっかりと順応し行動できたと思う。 

判断力を高めることができなかったのは後悔しているが、それ以外の学習到達度に関し

ては「頑張ったで賞」をあげてもよいのではないかと思いました。 

物事に対して自分なりの意見や考えを持ち行動に移すことができるようになったと考え

る。また、他者の意見を尊重し、自分の立場を理解した上で最も良い回答に導くことがで

きるようになり、協調性や教養力、社会性など社会に出た際に求められる要素は、兼ね備

えることができたように感じる。 
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2023 年 3 月 11 日  

教育研究推進センター 

 

2022 年度人間文化学類 英語コミュニケーション専攻  

学修到達度の評価結果について(報告) 

 

表題の件につきまして、人間文化学類 英語コミュニケーション専攻のディプロマ・ポリ

シーにもとづき、学生の学修到達度について自己評価表を用いて評価を行いましたので、そ

の結果について概略を報告いたします。 

 

1 対象学生：人間文化学類 英語コミュニケーション専攻 4 年  

 

2 実施時期：2023 年 2 月 7 日から 2023 年 2 月 23 日 

 

3 評価方法：学生のポートフォリオの一環として作成された「学修到達度自己評価表」と

「人間文化学類 英語コミュニケーション専攻(添付資料)のデータファイルを、４年生に対

して各専門ゼミの Classroom に掲出、または Active メールで配布し、各ゼミ担当者より、

学修到達度について説明したうえで、現在の自分の到達度について Google Forms を使って

結果を収集した。 

 

4 結果と考察 

4.1 概観 

在籍者 78 名のうち、今年度卒業予定者である 64 名を調査対象とし、そのうち 45 名から

回答を得た(回答率 70.3%)。 レベル別占有率は以下の表のとおりである。 黄色は最も高い

数値を表している。 

 

 4 年間の教育の最終地点にあたる時期であるため、概ねレベル３の自己評価となった。２

年終了時と比べても、大きな変化が見られる。 

英語コミュニケーション専攻では、必修科目である「English WorkshopⅠ・Ⅱ」では実践

的英語力の育成を目指した取り組みをしている。同じく必修科目である「キャリア・イング
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リッシュⅠ・Ⅱ」の授業では、TOEIC®テストに対応できる英語力を身につけるための授業

を行なっている。さらに必修英語では e-learning などの学習機会を提供することを通して

実践的英語力の育成に力を入れて指導をしている。これらの学修成果を測るために、２年次

の４月と 12 月には２回 TOEIC® Listening & Reading IP テストを実施している。これらの

必修科目のほか、多様性に富んだ専門科目での学びから、大学４年間で各項目の力をつけ、

卒業していく学生は多い。 

以下、質問項目別に２年終了時の結果と比較しながら考察する。 

 

4.2  Q１（教養力）世界の言語(英語)・社会・文化等に関する基本的な知識はどれくらい

ありますか？ 

 

 この項目については、２年終了時ではレベル２が最も高い数値を示しているが、４年終了

時にはレベル３が最も高い数値を示している。さらに、レベル３とレベル４の合計が、２年

終了時が 26.3%だったの対して、４年次には 60.0%となっている。2 倍以上伸びたこととな

る。「異文化理解」などの授業での学びを通じて、教養力を身につけることができたものと

考える。 

 

4.3 Q２（人間性）多様な価値観をどれくらい受け入れられますか？ 

 

 この項目については、レベル３とレベル４の合計が、２年終了時でも 85.2%と非常に高

かったが、４年次には 86.7%に達している。在籍学生の９割近くの学生が、大学での学びの

中で、多様な価値観を受け入れるができるようになったものと推察する。 
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4.4 Q３（コミュニケーション力）社会人にふさわしい教養・語学力・表現力をどれくらい

持っていますか？ 

 

 この項目については、2 年終了時にもっとも高かったのはレベル２とレベル３であった。 

ところが、4 年次には最も高いレベルは３へと変化した。レベル３以上は 71.1%である。 

 語学力については、専攻での学びを考えると最も身につけて欲しい分野であるが、専門だ

けに自己評価が厳しめであったのではないかと推察する。Q9 以降の検定試験等の結果を見

る限り、力をつけた学生も多く見られる。 

 

4.5 Q４（社会性）社会の一員として主体的に活動する意欲と責任感をどれくらい持って

いますか？ 

 

 この項目で気になる点は、４年次には本来数が増えるはずのレベル３の数値が２年終了

時より低くなっていることである。ただし、レベル３とレベル４を合計すると 82.2%とな

り、２年次の 78.7%に比べると僅かではあるが、伸びが見られる。多くの学生が必要な社会

性を身につけることができたのではないかと推察する。 

 

4.6 Q５（専門力）世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識をどれくらい持

っていますか？ 

 

 この項目については、2 年終了時のレベル３以上の数値は、21.3%と非常に低いものであ

った。Q３同様、専攻の専門性に関わる分野では、自己評価が低くなりがちなのではないか

と考えられる。しかし、４年次にはレベル３以上は 57.8%までには伸びており、レベル４と

合計すると、６割以上の学生は、この４年間である程度のレベルを達成できたものと考え
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る。 

 

4.7 Q６（判断力）様々な問題ついて分析し、判断することはどれくらいできますか？  

 

 この項目については、２年終了時には、レベル３以上の学生は 60.7%であったが、４年次

は 73.3%に達している。３・4 年生の専門ゼミでは、研究を重ね、分析し、判断する機会も

多かった。また、就職活動などで、様々な問題について考える場面も多かったことなどから、

この分野の力を伸ばしたものと考えられる。 

 

4.8 Q７（技術力）世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識をどれくらい応

用できますか？  

 

 この項目については、４年次のレベル３以上でも 48.9%と高い数値ではない。Q３、Q５

同様、専門性に関わる分野であるため、自己評価が低めになったのではないかと推察する。

それでも、2 年終了時にはレベル２に大きな山があり、レベル３以上はわずか 24.6%であっ

たことを考えると、４年終了時には約 2 倍に伸びている。専攻で学ぶべきことをきちんと

学んだ学生も相当数いることがわかる。 

 

4.9 Q８（実践力）学んだ専門的知識をどれくらい社会に還元することができますか？ 

 

 卒業して実際に社会に出てみなければ、学んだことをどれくらい還元できるかは判断し

づらいのであろう。ただし、２年終了時には大きな山はレベル２にあったが、４年次にはレ

ベル３に移行している。レベル３以上の割合は 57.8%であることから、６割近くの学生が、

ある程度の実践力を身につけることができたものと考える。 
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4.10 Q9 TOEIC®（IP を含む）の、最高得点は何点ですか？総合点で回答してください。 

 最高得点は 810 点で、800 点台が 2 名、700 点台が 4 名、600 点台が 5 名であった。以前

に比べて、受験しようという意識も高く、地道に学習とする学生が増えている。 

 

4.11 Q10 実用英語技能検定（英検）は何級ですか？ 

 これは、大学入学後に取得した級を回答させた。英検準２級が 14 名、２級が 17 名とい

う結果になった。Q9 同様、高い意識を持って取り組んだ学生がいたことがわかる数値であ

る。 

 

4.12 その他（TOEFL, IELTS, 秘書検定等）を受験した場合は、資格試験名と得点や取得

級を記述してください。 

 この問いについては自由記述とした。その結果、秘書検定２級が 8 名、秘書検定 3 級が 1

名、世界遺産検定３級が 1 名、MOS 検定取得者が２名、アンティーク検定３級が１名、中

国語検定 HSK３級が１名、同検定の級不明が１名、F P３級が１名いた。昨年度の４年生に

比べて、取得検定の種類が増えており、多方面に興味を持つ学生が多いことがわかる。 

 

以上 

 

文責：人間文化学類 英語コミュニケーション専攻  

中野達也 
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2023 年 3 月 22 日 

教育研究推進センター 

観光文化学類長 

張 景泰 

 

2022 年度観光文化学類 4 年生学修到達度の評価結果について（報告） 

 

人間総合学群、観光文化学類のカリキュラム・ポリシーに基づき、観光文化学類の 4 年次

の学修到達度について自己評価表を用いて評価を行った。併せて検定試験・資格試験の受

験状況についての調査も行ったので、それについてもその概略を報告する。 

 

・対象：人間総合学群、観光文化学類 4 年   

・実施時期：2022 年 12 月～2023 年 1 月  

・評価方法：（4 年次）2022 年度、観光文化学類「学修到達度自己評価＆資格試験・外部 

試験受験状況」調査（添付資料）に基づき Google Form を作成し、各専門ゼミで学修到度 

について説明したうえで、現在の到達度について自己評価させ、併せて検定試験・資格試 

験の受験状況を報告させた。 

・結果：在籍者 89 名(退学予定者、留年予定者も含む)中 88 名より回答を得た。（回答率

98.9%） 

 

1. 学修到達度自己評価 

学修到達度確認表(履修ガイド 2018 p. 7)の文言を学生が自己評価しやすいように以下の

表現にして、4 年終了時の到達目標であるレベル 4 に、3(到達している)、2(ある程度到達

している)、1(まだ到達していない)の 3 段階評価とした。 

項目 平均 前回平均 

1a 教養力：観光・文化に関する広汎な知識を体系化し、高度な企画を立案・実践できる 2.37 1.88 

1b 人間性：多様な価値観を受け入れ、ホスピタリティ精神を創造的に実現することができる 2.67 2.38 

2a ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力：社会全般の話題について相手の立場を理解し、自分の考えを正確に表現しなが

ら議論することができる 

2.37 2.13 

2b 社会性：自分の社会的使命と責任を自覚し、社会的活動をやりとげることができる 2.35 1.95 

3a 専門力：観光・文化に関する情報を収集・整理し、知識を体系化して活用することができる 2.29 1.92 

3b 判断力：収集・整理した情報を批判的に分析し、独自の主張を論理的に展開することができる 2.18 1.79 

4a 技術力：研究を論理的で説得力のあるレポートにまとめ、プレゼンテーション・質疑応答する

ことができる 

2.20 1.68 

4b 実践力：観光・文化に関する問題を自ら発見し、主体的・計画的な取り組みを通して解決策を

導くことができる 

2.17 1.68 
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(表 1) 

全ての項目の平均値が 2 を上回っており、特に人間性 2.67、コミュニケーション力

2.37、教養力 2.37 が高評価であった。表 1 右端の数値は前回（3 年次初期）平均で、同じ

学生達に対して 2022 年 6 月に実施したレベル 2 の到達度調査結果である。3 段階評価で 2

に達していない項目が 6 つあったが、その後著しく成長したことが分かる。すべての項目

で改善がみられる。 

 

 各項目の回答人数の内訳は以下のとおりである。 

項目 3(到達している) 2(ある程度到達している) 1(まだ到達していない) 

1a 教養力 35 51 2 

1b 人間性 59 29 0 

2a ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 38 46 4 

2b 社会性 35 49 4 

3a 専門力 30 54 4 

3b 判断力 22 59 8 

4a 技術力 28 50 10 

4b 実践力 25 53 10 

(表 2)         

人間性は評点 3 が 59 名と、最も多く、全体の 3 分の 2 以上である。さらに評点 1 が 1

名もいない唯一の項目である。他の項目は評点 2 が最も多いが、コミュニケーション力は

評点 3 が 38 名、評点 2 が 46 名であり、教養力も評点 3 が 35 名、評点 2 が 51 名であ

る。その他の項目も、評点 3 は社会性 35 名、専門力 30 名、技術力 28 名と、全体の 3 分

の 1 になっている。評点 3 が最も少ないのは実践力 25 名、判断力の 22 名である。 

  

比較のために前回（1 年前、同じ対象）の結果を以下に示す。回答総数は 85 で、今回より

3 名少ない。 

項目 3(到達している) 2(ある程度到達している) 1(まだ到達していない) 

1a 教養力 10 55 20 

1b 人間性 33 51 1 

2a ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 20 56 9 

2b 社会性 14 53 18 

3a 専門力 10 58 17 

3b 判断力 5 57 23 

4a 技術力 5 48 32 

4b 実践力 5 48 32 

 (表 3)        
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前回は全ての項目で評点 2 が最も多く、評点 1 も今回に比べてかなり多かった。 

 

今回、個々の学生の自己評価では、8 項目全て評点 3 が 8 名、5～7 項目 3 点が 12 名

で、計 20 名が 3 点中心の評価をしている。全項目評点 2 は 8 名、5～7 項目 2 点が 17 名

で、計 25 名が 2 点中心の自己評価をしている。評点 1 のある学生は 16 名いるが、半数が

1 項目のみで、最も自己評価が低かった学生は、5 項目が 1 点、3 項目が 2 点であった。 

 

2. 4 年間の取り組みと学びについての自由記述 

1) 専門ゼミでの 2 年間の学びについて 

 専門ゼミの学びを通じて学習能力が高くなったという記述が最も多く見られる。その中

でも最も多かったのが、ゼミ合同発表会に向けた「ツアープランの作成」や「研究活動報告」

に関するものであった。インターネットの活用方法や文献から情報収集をする能力、自分の

意見を積極的に発言する能力、異なる意見に耳を傾けるコミュニケーション能力、発表のテ

ーマを決め、分析をして研究する分析能力などが上がったという記述が見られる。ツアープ

ランに関する情報などを収集し、体系的に活用する専門性を伸ばし、ゼミ生同士で練習して

発表することで、大きな達成感を得て、人間性・コミュニケーション力・専門力・判断力・

技術力・実践力の成長につながったと考えられる。 

  また、ゼミ論の作成を通じ、情報収集能力、研究した情報をまとめる能力、プレゼンテー

ション力が高くなったという記述もみられた。 

さらにゼミの輪読発表で、要点をまとめる力が身についたという記述も多かった。 

 

2) 「観光」や「ホスピタリティ精神」に関する学びについて 

 4 年間を通じて、日本の観光についてさらに理解してその興味が深まったという記述が複数あ

った。観光の仕組み、関連歴史や文化を知り、観光産業への興味が深まり、関連ニュースを見る

目も変わったという記述から「情報の分析」や「情報収集での成長」が伺える。 

また、ホスピタリティに対する考え方やお客様への対応の仕方が 4 年間の学びによって大き

く変化し、「常にお客様の立場になって考え、行動できるようになった」という記述や「異文化

理解や多様性の知識、さまざまな意見に耳を傾けることの大切さや気づく力が身に付いた」など、

人間として成長した様子が伺え、ホスピタリティ精神や観光文化に対する知識はもちろん、長時

間を要するおもてなしの行動も身に付けることができたと考えられる。 

 さらに大学 4 年間で観光だけではなく、「日本以外の国」の知識や「宗教、言語など」の文化

を学ぶことができてよかったという記述もあり、幅広い教養力もある程度身に付いたことを伺

える。 

 

3) その他 

 インターンシップや学外研修、アルバイトについての言及やその他の記述の一部を以下
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に抜粋する。 

・インターンでのツアープランの作成を頑張った。 

・アルバイトやサークル、大学での交流の中でコミュニケーション力を培いました。多くの

人と関わることで意見の違いを受け入れて自分の思いを発することができるようになりま

した。 

・この 4 年間の大学生活で最も印象的だったのは、金沢研修に行った事。初めての研修旅行

でかつ留学生は私一人しかいなかったため、緊張と不安があったが問題を一つ一つ解決し

た事で、チームとも連携する事ができ、信頼関係を構築する事が出来た。 

・飲食店でのアルバイトでコミュニケーション能力、人間性を伸ばしました。 

・積極的に大学の研修や課外活動に取り組み、自身のスキルアップに繋げていったこと。主

に、英語学習については大学外でスクールに通い、異文化交流を行いながら最終的には小学

校準認定英語教師の資格を取得することができた。 

 

 観光文化学類が力を入れている実習系の科目については、「国内旅行研修」や「国内イン

ターンシップ」がハイブリッド型で行われ、コロナ禍でも貴重な経験をしたことについてコ

メントしている。しかし、「海外旅行研修」や「海外インターンシップ」が実施されず、参

加を期待した学生が多かったので、落胆した学生達の気持ちがわかる。人間性・コミュニケ

ーション力・社会性・実践力などは海外の実習科目がさらに実施されれば、更に能力が伸び

た可能性があると考えられる。 

アンケートに対する学生記述の仕方が様々で、文字数の制限はなかったため、500 字に近

い長文から、簡単に一言で済ませているものまで大きな差があり、今後のアンケート実施に

際しては、工夫が必要である。 

 

3. 4 年間の学びを振り替えての自由記述（教員や後輩に言いたいこと） 

 ここでは、教員に対する「感謝の気持ち」や自分の「失敗や経験を後輩へ話す内容」がメ

インであったが、コロナ関連のコメントが多く記入されていた。 

1) 2 年間のコロナ禍の影響について、記述一部を以下に抜粋する。 

・2 年生から観光文化学類の専門的な講義や、他学類の講義が受けられると思っていたが、

コロナウィルスの流行により、オンライン授業になったり、履修できる授業に制限がかかり

好きなように学べなくなったりしたため、予期せぬ事態に備え、履修できるうちに履修して

おいた方がよい。 

・コロナ禍の影響もあり、観光文化学類の先生、ゼミの教授と直接接する機会があまりなか

ったのですが、オンライン授業になってもいつも親身になって相談に乗って下さり、自身の

目標を達成する為にサポートして下さり、大変お世話になりました。感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

・難しい世の中で、授業の受け方が変わってしまった年もありましたが、とても最高の大学
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生活でした。 

  

コロナウィルスというマイナス面だけをみるではなく、オンライン授業による時間節約

や授業内容がさらに深められたというプラス面の指摘もあり、プラス思考でコロナを乗り

越えようとする学生の記述が印象に残る。 

 

4. 資格試験・外部試験の受験状況 

各試験の受験者数、合格者数、詳細内容は以下のとおりである。  

検定の種類 受験の数（名） 合格（名） 詳細内容 

世界遺産検定 47 36 2 級 14 名、3 級 22 名合格 

実用英語技能検定 21 16 2 級 5 名、準 2 級 8 名、3 級 3 名合格 

観光英語検定 7 5 2 級 2 名、3 級 3 名合格 

TOEIC 19 - 800 点以上 1 名、600 点以上 5 名、 

500 点以上 2 名、400 点以上 2 名 

フランス語検定 2 0 - 

日本語検定 3 3 準 2 級 2 人、３級 1 人 

日本語能力検定 2 2 2 級 1 人、3 級 1 人 

韓国語検定 3 3 ２級 1 人、4 級 2 人 

中国語検定 1 1 2 級 1 人 

漢字検定 12 5 2 級 1 名、準 2 級 3 名、3 級 1 名合格 

サービス接遇検定 1 1 2 級 1 人 

ｱﾝﾃｨｰｸ検定 18 11 3 級 11 名合格 

国内旅行業取扱管理者 16 3 3 名合格 

総合旅行業取扱管理者 1 0 - 

ニュース時事能力検定 1 1 3 級 1 人 

ビジネス文書検定 2 1 2 級 1 人 

秘書検定 30 18 2 級 17 名、3 級 1 人合格 

日本化粧品検定 4 4 3 級 4 名合格 

証券外務員資格 １ 1 二種 

受験なし 14 - - 

(表 4) 

 最も受験者数の多かったのは世界遺産検定で、47 名が受験しており、2 級が 14 名、3

級が 22 名の合格者を出している。合格率も 7 割を超えており、比較的取りやすい資格試

験として人気がある。それに対し、試験対策科目を設けている国家試験「旅行業取扱管理

者」の合格率は最も低い。「国内旅行業取扱管理者」では、16 名が受験し、3 名の合格者
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が出したが、「総合旅行業取扱管理者」では、受験も 1 人のみで、不合格になっている。

在学中に合格者を出させるためには、少人数の試験対策をさらに強化する必要性がある。

また、「国内旅行業取扱管理者」に対する受験者数を増やし、1 度不合格でも翌年の再受験

を促すことも必要である。「国内旅行業取扱管理者」の合格者に対してそこで満足せず、

さらなる上を目指して「総合旅行業取扱管理者」にも挑戦できるように 3 年生を中心に取

り組んで、在学中に合格率を上げることが課題である。 

英語関連の試験では、「実用英語技能検定」では、21 名が受験し、「TOEIC」では 19 名

が受験したことに対し、「観光英語検定」では、7 名の受験者しかいなく、相対的に少な

い。今後「観光英語検定」の受験者をもっと増やす努力が必要である。 

英語以外の語学検定では、1～3 名の受験者しか居ないが、韓国語が昨年度より若干増え

ている（3 名）。それに対し、スペイン語の受験者が一人もいない。常勤教員（スペイン語

担当）の引退による影響が伺える。 

また、観光関連以外の資格でも、「秘書検定」、「アンティーク検定」、「日本化粧品検

定」などにも合格者をそれぞれ、18 名、11 名、4 名を出しており、これらの試験に対して

興味を持っている本学類の学生も多くおり、学習支援センターの指導が良い結果に結びつ

いたと考えられる。 

さらに上記に言及していない検定で、受験者が 1～2 名の検定試験は以下の通りであっ

た。 

フランス語検定不合格 2、中国語検定合格 1、サービス接遇検定 合格 1、ニュース時事能

力検定 合格 1、ビジネス文書検定 2 級合格 1・不合格１、証券外務員資格 合格 1。 

 

最後に複数（二つ以上）の試験に合格した学生は、40 人に達しており、高い意識をもっ

て取り組んでいる学生が多い反面、4 年間で何も受けていない学生が 14 名もいた。(2021

年度は 11 名だったのが、減少せず 3 名増える結果になった。) これは全学生の 2 割に近い

割合で、何か 1 つでも資格取得を目指すように、早い段階から指導する必要がある。 

 

5. まとめ 

観光文化学類の第２期生は定員を 120％超える順調なスタートだった。1 年次は従来の大

学生活を送り、対面授業を受けたが、コロナパンデミック発生により、2・3 年次では多く

の授業をオンライン形態授業として実施せざるを得ない状況だった。予定されていた「都内

宿泊研修」や「インターンシップ」、「旅行研修」すべてが実施を延期することになった。専

門ゼミも 3 年次では、オンラインでの実施を余儀なくされた。 

厳しい環境の中でも研修科目の中、「国内インターンシップ」・「国内旅行研修」は、関係

者の努力で現場での実施が可能となり、「都内宿泊研修」に関しては宿泊を叶えることが出

来なかったが、3 年次に「日帰り研修」として実施することができた。しかし、海外で行う

「海外インターンシップ」・「海外旅行研修」に関しては第 2 期生を対象に行うことが出来
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ず、心残りである。 

今年度はゼミを含め、多くの授業を対面で進め、順調にウィズコロナ体制で行うこととな

った。ゼミ合同発表会では、4 年次全員協力して講堂で行われ、学びの集大成になった。 

3 年次の調査と比べ、4 年次の学修レベル到達度は大きく上がった。特に「人間性」の伸

び、学生自身が自覚をしていることからその成果は明らかである。また「コミュニケーショ

ン力」「社会性」「専門力」「実践力」「判断力」を高めることができ、それぞれの目標に達し

たことを示していると考えられる。 

観光文化学類では、2 年次終了時（3 年次の専門ゼミ時に調査）と 4 年次終了時の 2 回、

学修到達度自己評価のアンケートを行い、集計して報告書を作成することは 2 年目である

が、前年度同様に 2 回の調査を行い、それぞれを比較することで、該当年次の成長が目に見

える形になった。    

以上 
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                        2023年 3月 31日 

教育研究支援課 

心理学類長 丸山 慎 

 

心理学類 2022年度 4年終了時の学修到達度の評価結果について（報告） 

 

題記の件につきまして、人間総合学群心理学類のカリキュラム・ポリシーにもとづき、学生

の学修到達度について自己評価表を用いて評価を行いましたので、その結果について報告

いたします。 

 

対象学生：人間総合学群心理学類 4年 

実施時期：2022年 12月～2023年 1月 

評価方法：学生のポートフォリオの一環として作成された「学修到達度自己評価表」と「心

理学類ディプロマ・ポリシー（添付資料）を、4年の心理学ゼミの GSE クラスルームに

てオンライン上で配布、もしくは対面授業時にプリント版を配布して、学修到達度につい

て説明したうえで、現在の自分の到達度について「学修到達度自己評価表」に入力、もし

くは記入してもらった。 

結果：在籍者 86名のうち、59名から回答を得た（回答率 69％）。 

平均点（範囲１～４）、および最小値・最大値は以下の表のとおり 

質問項目 平均 最小 最大 

教養力：人の心に関する教養的知識を、どのくらい増やせましたか？ 3.24  2 4 

人間性：他者に対する共感的な理解力（洞察力）を、どのくらい伸ばせましたか？ 3.34  2 4 

コミュニケーション力：コミュニケーションの力を、どのくらい伸ばせましたか？ 2.93  1 4 

社会性：他者と共同作業するための社会性を、どのくらい身につけることができましたか？ 3.17  1 4 

専門力：専門的な知識を活用する力を、どのくらい伸ばせましたか？ 3.00  2 4 

判断力：根拠に基づいて論理的に思考する力を、どのくらい伸ばせましたか？ 2.93  2 4 

技術力：心理学の知識を生活の中で活用する力を、どのくらい伸ばせましたか？ 3.12  2 4 

実践力：心理学の知識を使って社会に貢献する実践力を、どのくらい伸ばせましたか？ 2.78  2 4 

 

 4年間の教育の到達点にあたる時期ということもあり、いずれの項目も平均値が概ね「3」

前後の自己評価となった。2022年 6月に実施した同一学生群対象の 1回目の評価結果の平

均値が 1点台後半（1.75）から 2点台前半（2.29）の範囲に留まり、3点台に届いた項目が

無かったことと比較すると大幅な上昇傾向を読み取ることができる（ただし 1 回目の回答

数は 24だったため、あくまで平均値の推移のみからみた限定的な結果であることは申し添

えておく）。本学年の学生は、入学時は通常通りの学生生活を過ごした後にコロナ禍での完

全遠隔授業を経て、再び対面授業に戻るという劇的な変化を経験した。このことも影響して

いるのかもしれないが、「他者に対する共感的な理解力（洞察力）」において「3.24」という
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高い平均値を記録したことは示唆的である。未曾有の困難に直面するなかで他者への共感

性を高めることができたという自己評価は、心理学類における学修の成果としてきわめて

重要なポイントとして指摘することができるだろう。 

以上 
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2022 年度 住空間デザイン学類「4 年修了時 学修到達度の確認」実施報告 

2022 年度住空間デザイン学類「4 年修了時 学修到達度の確認」について、以下の通り報告します。 

 

１）学習到達度確認の目的 

・2 年修了時に、住空間デザイン学類のカリキュラム・マップに記載の基礎レベル（到達度 lv1、lv2）

が習得できているかを確認することを目的とします。 

・4 年修了時に、住空間デザイン学類のカリキュラム・マップに記載の卒業に相応しい学習成果（到達

度 lv3、lv4）を得られたかを確認することを目的とします。 

 

２）実施方法 

学修到達度の確認は、「学修到達度確認表（※資料１）」を利用して行い、対象学生の自己診断を基とし

ました。住空間デザイン学類８つの学修指針「教養力」「人間性」「コミュニケーション力」「社会性」「専

門力」「判断力」「技術力」「実践力」の下に記載された「学修到達度」を「レベル４～レベル 1」の 4 段

階評価で回答してもらいました。また「自己評価コメント」を自由記述で回答してもらいました。 

 

３）実施時期、対象学生および回答数 

・実施時期：2023 年１月～2 月 

・対象学生：2019 年度入学 住空間デザイン学類 所属学生（現 4 年生）74 名 

・回答数：66 名（回答率：89.2%） 

 

４）集計結果 

「4 年修了時 学修到達度の確認」【資料 1】に記載された自己診断を集計した結果は、表１と図 1 の

通りです。また「自己評価コメント」の回答内容を【資料 2】に記載しました。 

 

■表１ 4 年修了時 学修到達度の確認 自己診断集計（上段：人、下段：%） 

 
教
養
力 

人
間
性 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力 

社
会
性 

専
門
力 

判
断
力 

技
術
力 

実
践
力 

レベル 1 
3 

(4.5) 

3 

(4.5) 

3 

(4.5) 

1 

(1.5) 

3 

(4.5) 

6 

(9.0) 

2 

(3.0) 

6 

(9.0) 

レベル 2 
21 

(31.8) 

14 

(21.2) 

27 

(40.9) 

18 

(27.3) 

22 

(33.3) 

28 

(42.4) 

26 

(39.4) 

26 

(39.4) 

レベル 3 
32 

(48.5) 

41 

(62.1) 

29 

(43.9) 

35 

(53.0) 

34 

(51.5) 

27 

(40.9) 

30 

(45.5) 

25 

(37.9) 

レベル 4 
10 

(15.1) 

8 

(12.1) 

7 

(10.6) 

12 

(18.1) 

7 

(10.6) 

5 

(7.5) 

8 

(12.1) 

9 

(13.6) 

平均 2.74 2.82 2.61 2.88 2.68 2.47 2.67 2.56 
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■図１ 2022 年度 4 年修了時 学修到達度の確認 学修指針別 自己診断結果 

 

５）検証結果 

 学修到達度の評価結果は、全ての学修指針の項目においてレベル平均値が 2.47～2.88 の範囲となり、

前年度より若干上回りました。また７つの項目において、本確認の目的である、４年修了時においてカリ

キュラム・マップに記載の卒業に相応しい学習成果のレベル３または４に到達している学生が半数を超

え、学類ディプロマポリシー（DP）の目標に概ね到達していることを確認しました。特に「教養力」は

63.6％、「人間性」は 74.2％、「社会性」は 71.2％の学生がレベル３または４に該当する自己評価を回答し

ました。一方で、「判断力」についてはレベル平均値が 2.47 と 8 項目の中で最も低く、レベル３または４

を回答している学生が 48.4％で、他の項目に比べて若干低くなりました。「実践力」はレベル平均値が 2.56

と 2 番目に低い項目でした。「判断力」と「実践力」については他の項目に比べてレベル 1 と２を回答す

る学生が多く、この 2 項目の到達度について学類 DP の目標に到達していない学生が多いことを確認し
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ました。 

 

 次に学修指針の各項目における結果を分析し、考察します。 

 

「教養力」「人間性」は、建築・インテリアデザインから家具、陶芸、織物等、くらしの環境に関する

基礎的かつ綜合的な知識と、豊かな人間性の養成を目標とする項目です。8 項目の中で評価レベルの平均

は「人間性」が 2.82 で２番目に高く、「教養力」が 2.74 で３番目でした。またレベル 3 または４を回答

した割合も「人間性」が 74.2％と最も高く、「教養力」が 63.6％で 2 番目に多い結果となりました。授業

で得られた様々な知識を自らの問題として総合的に考える 3 年次の産学連携課題などのスタジオ課題や

卒業研究等などの成果が、この数年間を通して徐々に現れていると考えます。 

 

 「コミュニケーション力」「社会性」は住まいとくらしの提案が出来る企画力や発想力、表現力と共

に、十分なプレゼンテーション能力と共同作業などによる社会性の養成を目標とする項目です。「コミ

ュニケーション力」の評価平均は8項目中最も低い状態が数年来続いていましたが、昨年度から少しずつ

改善され、今年度の評価平均は2.61、レベル3または４を回答した数は全体の54.5％となりました。「社

会性」の評価はレベル3または４を回答した数は全体の71.2％で最も高く、8ポイント上昇した前年度か

らさらに7ポイント上昇しました。各実習系課題におけるプレゼンテーションの機会などにおいて、論

理的で説得力のある内容を目指すことに重点を置き、引き続き指導を強化していきます。 

 

 「専門力」「判断力」は住居や都市など住空間に関する専門的な知識と、多様な価値観の存在を踏まえ

た柔軟な思考力の養成が目標です。評価レベル 3 または４を回答した割合は「専門力」が 62.1％で昨年

度と比べて 10 ポイント程上昇しましたが、「判断力」については 48.5％と昨年度比で 7 ポイントほど低

下し、半数程度の学生が卒業に相応しいレベルに到達していないと自己評価しました。 

 

 「技術力」「実践力」は住まいとくらしの空間デザインを提案できる多様な技術力と、それを社会の中

で広く応用していく実践力の養成を目標としています。評価レベル 3 または４を回答した割合は「技術

力」が 57.5％であり、「実践力」は 51.5％で、双方ともに前年度比でやや下降しました。「技術力」と「実

践力」については 3 年次以降の多くの科目での学修成果が自己判断に影響を与えていると思われます。 

 

 最後に「自己評価コメント」の回答内容【資料 2】について考察します。自己の学修到達度については

概ね前向きで肯定的なコメントが多くみられました。優れた学生ほど厳しく自己評価する傾向があるの

は例年同様ですが、2 年次に実施した到達度確認からの成長を実感できた学生も多く見受けられました。

また到達度の低い自己評価をした学生も、4 年間の成果を客観的に振り返ることで、不足している項目に

ついては今後努力する旨のコメントも多くみられました。 

 

６）今後の課題 

今後の課題として、以下の３点を挙げます。 
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１）「判断力」を高めるために、実際に街に出て実際の建物を観察・体験することや、インターンなどを

通した専門的な知識や多様な価値観を得られる機会を積極的に授業に取り入れることを検討します。ま

た体験を通して作品等を論理的に批判し、独自の考えを生み出すよう促すことで、その修得に繋げてい

きます。 

 

２）「実践力」を身に付けさせるには、授業においてより実践的に学ぶ内容や機会を設けること、また授

業外でも学生がこうした機会に自ら接することで、その獲得につながると考えます。住空間デザインに

関する多様な技術力を身につける機会を与え、自らすすんで課題を見つけ、計画をたてる実践的な課題

等を実施することを検討します。 

 

３）各学生の「2 年修了時 学修到達度」の内容を 3 年次以降の担当教員が把握し、各学生の自己評価が

低い項目を補うなど適切な指導を行うために積極的に活用します。 

 

（以上） 
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【資料１】2022 年度 住空間デザイン学類「４年修了時 学修到達度の確認」確認表 
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【資料 2】2022 年度 住空間デザイン学類「４年修了時 学修到達度の確認」 

「自己評価コメント」回答内容（任意回答、回答数：66 名、内未記入４名） 

 

1) スタジオでのゼミ課題を通して、計画の立て方や具体的に何をしなければ（原文ママ） 

2) （記載なし） 

3) 大学１年生の自分よりかは確実に成長していると感じた。現在、就職活動をしており企業にメールを送る

際、仮文章を母親に確認してもらう際「自分で考えて書いたの？」と褒められることが多々あるので、褒めら

れる時にまだ未熟者だが大人になったと実感する。今後の面接やお客様とお話する言葉に気を付け、勉学に励

みたいと思った。 

4) 前期は個人で３D のモデリングを勉強しながらグループ内で共通の課題に取り組んだ。また、後期は既に

ある調査データを参考に SNS で若者の視点から調査し、考察をすることができた。 

5) 実践的に使えるような知識までは身につけられてはいませんが、基礎的な知識を学ぶことができました。

住空間デザインに関すること以外にも、社会にでてからも役立つことも学べてよかったです。 

6) 4 年間で専門的な勉強ができ、学んだことを応用する力は付いてきたと感じています。また、レポートやグ

ループワークをしていく中でコミュニケーション能力も身につき、就職活動に活かすことができました。 

7) 一年間グループワークを通して、話し合いの中で自分が気づいた点、他人が気づいた点で差があり視野が

広がりました。また、「得手不得手の差をお互い理解し役割分担をして進める」ということを大学ではおそら

く初めてやったのではないかと思います。個人的に、内定先の研修でも使えること(応用できること)があった

ので、やってよかったです。総合して社会性は評価４ですが、話すこと自体はまだまだ不得手なので評価２で

す。 

8) 専門的な知識を身につけることができ、多くの人と関わることてコミュニケーション能力が身についた。 

9) （記載なし） 

10) 日常では暮らしに関する情報を集め、吸収し、得た知識を授業課題に取り込めながら多くのことを学んだ

4 年間でした。 

11) （記載なし） 

12) 卒業制作では自分がやりたいことや好きなことを詰め込もうとしすぎて、実際に立ったとして市民やその

他訪れる人の気持ちや利便性などの配慮ができていなかったと感じる。自分の理想も叶えつつ現実的な問題と

も折り合いをつけてうまく落とし所を見つけつべきだったなと思う。自分の考えをうまく人に伝えることがで

きずもどかしい思いがあったので思いや考えを言語化できるスキルが足りないと感じる。スタジオのメンバー

とは最初うまくコミュ二ケーションが取れずなんとなく流されたりしていたが制作を経てコミュニケーショ

ンが取れるようになり意見を出したりできたので良かったと思う。 

13) 知識を増やしていくことができた。 

14) 課題は簡単なものからすぐ潰していくことが大事だと学びました。 

15) 暮らしの環境 特にインテリアに関してはより強く興味を持ち、知見を広めることができたと思う。

プレゼンテーションで気後れしない言語力も習得できたと思う。 

16) 自分では成長できたほうだと思う 

17) 社会に出るのが不安です。 

18) 自ら進んで意見を発言したりすることはできなかったが、2 年次の時に比べると判断力や社会性は身につ
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いたと思う。また、実践力や教養力は今回のスタジオ課題で今までの経験を活かして行ったので、そこが少し

は良い結果になったと思います。 

19) 4 年生では、卒業制作がメインとなり、自身の疑問や興味から制作を進めなければならず、その過程にお

いて専門的な知識と実践力が身についたと感じる。 

20) 4 年次では卒業制作が主な取り組みだったが、一番の成長はプレゼンテーションにあると考える。苦手意

識の強かったプレゼンテーションでは、最終発表時に何度も練習を重ねたことで自信がつき、緊張で真っ白に

なるようなこともなく良かった。事前準備の重要さを改めて感じた。 

21) 実践力については、スタジオ課題（卒業制作）を取り組むことでレベル 4 まで達成することができたので

はないかと感じています。また技術力については、どのくらい技術力を取得できて実践に移すことができたか

を考えた時に、自分なりにはレベル 2 の内容がクリアできたくらいの到達度だと感じました。この部分は、こ

れから社会に出て学ぶことに加え、地道に努力する必要があると考えています。さらにコミュニケーション力

については、論理的で説得力があるというところまで、達成ができてないと感じました。この部分をレベル 4

まで達成させるためには、プレゼンテーションの場数を踏む必要があったと、振り返り改めて思いました。こ

れから仕事をする上でも特に重要な部分だと思うので、機会があったら自ら進んで経験を積む努力をしていき

たいと思います。 

22) 卒業制作を通して震災について調べる機会ができて、そのことをみんなに知ってもらうためにはどのよう

な言葉で伝えたら良いのか、またどのような施設があったら地域が活性化するのかというのをよく考えること

ができたと感じています。 

23) これまでの授業で得た知識を思い出しながら、課題に取り組むことができたと思います。計画性の無さが

課題です。 

24) 与えられた課題ではなく自分自身で問題を提起し、提案する卒業制作を通して自分自身に欠けている点を

認識することができました。また実習室で同級生と共に制作に取り組む中で、設計図が正しくかけず先に進ま

なかったことや、イラストレーターを活用できなかったことから技術がまだまだ定着していなかったことを認

識することができました。今年に限らず、3 年間を通して、もう少し自主的に課題に取り組み、反復作業を重

ね、技術を定着させれば良かったと後悔しています。  

25) 個人的には少し専門的な知識が身について他の人と空間の捉え方や見方が変わったが、それを仕事で活か

せるかと言われると自信がない。 

26) （記載なし） 

27) 4 年間で特に専門的・技術的な部分ではたくさん吸収できたと感じています。またプレゼンなど人に自分

の考えを伝えるためのデザインのことも学べたので、専門的・技術的に学んだことも含めこれからに役立てら

れたらと思います。 

28) CAD 等の得意な分野に関しては、自信を持って自分を評価できる。だが、まだまだプレゼンテーションや

資料などの部分は、情報の取捨選択がうまくできてないなど課題点が多いため善処したい。 

29) 卒業制作を通し、興味を持つ、計画を立てる、実行することの大切さを学びました。私にとって、自由な

テーマの中から自分の興味を見つけることは、困難でした。しかし、調査を繰り返し、やりたいことを絞って

く過程は仕事や今後の自分のキャリアプランを考える上でも役立つと感じました。また、提出から逆算して計

画、実行を繰り返す大切さも学びました。1 年ずつ進級する際には気づかなかったけれど、4 年間を振り返る

と大きく成長できたと思います。今後も、4 年間の学びを活かし、一歩ずつ着実に進んでいきたいです。4 年
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間大変お世話になりました。 

30) プレゼンの資料を作り、発表することで、どうしたら相手に伝わるかなどを考えながら、（原文ママ） 

31) ある程度の専門知識を身に着けることができ、技術力も上がったと思う。また、コミュニケーション能力

も、作品発表時に何度も発表をしたのでとても上がったと感じている。特に四年時には、スタジオ内で得意な

ことを共有したり、沢山の本を紹介していただいたので、様々な知識を付けることができ楽しかった。 

32) 私は住空間デザイン学類に所属し建築やインテリアデザインに付いて勉強しましたがそれ以外に暮らし

についても勉強しさらに自分でも考えてきました。自分の好きな建築を考えるだけでなくその場所を活用して

もらうためにはというのを卒業制作を通してより強く感じたので人との繋がりや家、施設などどのように工夫

すれば使いやすい住みやすくなるかなどもっと考えていきたいなと思いました。 

33) プレゼンテーションできる言語の力の部分で、コミュニケーション力があまり上がらなかったです。 

34) ４年次でのスタジオ課題とスタジオ旅行を通して自己評価をしました。スタジオ課題では自ら進ん

で取り組んでいましたが、終わりにつれてスケジュール管理がうまくいかないところがありました。し

かし、１つのことに１年間じっくりと向き合い、建物やその建物と環境との繋がりを学びました。スタジ

オ旅行では、スタジオの仲間と協力して旅先の調べ物をしたり、一緒に行動を共にして楽しく過ごしま

した。 

35) 全体的に、自分なりに努力し課題に取り組みました。自分の好きな、住空間について大学の 4 年間でしっ

かりと学ぶことができて良かったです。この学びを今後に繋げていきたいと思います。 

36) 自分なりの考えを出すのが苦手なままの 4 年間でした。 

37) グループ活動などを通して自分の意見をわかりやすく伝える力が身についたと思います。 

38) 自分で自分を評価するのが難しいと感じた。こうして見ると、自分はまだ学び足りていないのではな

いかと感じる。 

39) 課題提出が遅れてしまったり、課題の進み具合が遅かったことが多かったので計画的にはあまり進められ

なかった。四年間で設計をする際にコンセプトや住んでる人の背景を考えて、それを環境や人々の暮らしに結

び付けるのが好きだったので、設計で一番コンセプトなどの企画案を考えるのが得意だと思っています。 

40) 特に、技術力、実践力の分野に関しては 3 年次の設計課題が該当していると思います。当時は、積極的に

空間のあり方について具体的なデッサンやそのための事例資料を収集したりして最終的な形に仕上げていく

ことに学生生活の大半以上を注いでいました。 

41) 今まで取り組んできた課題や、模型製作の作品を、就活に活かすことができた。また、最終学期の授業で

も、気を緩ませることなく出席し、課題提出できた。 

42) 住空間に関する学習を進める中で、利用者に対する当事者意識を持ってモノ・環境づくりをしようという

気持ちが強まった。一方で、社会的な課題にどのように対応すべきかを考えて実行に至るまでにはなかなか踏

み出せていないと感じた。また、自分は他国や自国の文化・歴史について知らないことが多いと感じたため、

行動範囲を広げて物事に対する関心を高めることも大事だと思った。 

43) 専門的な知識の面以外でもコミュニケーション力や思考力をもっと伸ばしていきたかった。このアンケー

ト回答で改めて自分の成長について考えたが、回答に悩む項目が多く自分に対する理解や、客観的にみた自分

について分かりきれていないと思った。 

44) この 4 年間で、授業の形態が変わったり思っていた大学生活とは、違ったが自分で調べて課題を完成させ

ることなど自主的に動けるようになったと思う。自分のアイデアを人に伝えるためにどう表現するかを考える
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ことに苦戦したが、自分なりの伝え方ができるようになったと思う。 

45) ２年修了時と比べて、日常的にくらしや空間のことを自分自身の身近に考えられるようになったと感じて

います。住空間デザイン等の知識を得たからこその視点で物事をみることで、新しい発見が生まれるという成

長を感じました。 

46) 4 年間を通して様々な建築の知識や技術を学ぶことができた。特に、実際に現地に赴くことが重要である

ことが 1 番印象に残っている。コロナ禍ではあったもののできるだけ敷地調査を行ったり、気になる建築物に

訪れたりすることが当たり前になるように行動することができた。 

47) 入学時はプレゼンテーションに自信がなかったが、回数をこなしていくうちに自分なりのやり方を見つけ

られて自信を持ってプレゼンテーションをすることができるようになったと感じる。先輩の発表や同級生の発

表をみて、喋り方、プレゼンテーションボードのレイアウトや配色などのいいなと思った部分を取り入れたり、

先生からのアドバイスをもとに取り組んできたことが理由だと思う。 

48) エスキース作業やプレゼンシート、発表練習などを通して、自分の考えを見る人聞く人に伝わるように考

えるようになれた。就職先では、建築とはかけ離れるけどこの考えられるようになったことは、この先も活き

ていくことができると思った。自分がはじめてやってみたいと思ったことを４年間を通して学ぶことができて

よかった。 

49) 知識を得て理解し、自分で考えることができるようになった。またチームで一つの目標に向かって協力す

ることの楽しさを知れた。 

50) ４年間学んできて、専門力・技術力・実践力が特に成長できたと感じています。入学前はカッターすらま

ともに使えなかったけど、卒業制作ではＡ０サイズの模型を制作できるまでになったことは自分自身満足して

います。また、授業の課題・卒業制作など実際に計画・提案し、それを図面・模型を通して表現していく事が

学年を重ねていくにつれて上達していったなと感じています。また、コロナ過を経験してなかなか学生同士の

交流を深めることができなかったが、卒業制作では 10 月後半からスタジオのメンバー・履修メンバーとの交

流ができ、互いにアドバイスや進捗状況など話をしながら作業ができ、専門力や実践力ではなく、コミュニケ

ーション力・人間性・社会性をお互いに高めあうことができ、凄く良かったと思います。 

51) 4 年間で自分の考えを述べる機会が多く、能動的な思考で日々授業を受けることで、自分というものが以

前より見えてきたと感じています。今期はスタジオ課題に取り組むことで、これまで住空間をメインで考えて

いたけれど、考えることのなかった分野（水質汚染や海外のエコ事情など）についても深く考えたことで自ら

の中に知識の引き出しを増やせ、将来に活きるのでは無いかと思います。 

52) 先生とのエスキースを重ねることで自分の図面に何が足りてないか実際に人が移動した際の感覚を考え

ながら設計することができ、実践的な力を身につけていくことができてよかった。一方で発表の際にせっかく

カンペを覚えてきたのに緊張して早口になってしまったり抜けてしまった内容があったところが残念だった。 

53) テーマを決め、制作していくが（原文ママ）あまり深掘りができなかった。 

54) グループワークで分割して頑張ることができました。 

55) 新しいものに目を向け、自ら問題点や課題点を調べるような癖がついた。様々な専門科目で、住まいと暮

らしに関する知識が増え、幅広く物事を考えられるようになったと思う。 

56) プレゼンテーションでの言語の表現が難しいと感じました。自分の考えをよりわかりやすく明確に伝える

ことを、これからも努力していきたいと思います。より良いライフスタイルにするために日頃の生活に目を向

けもっと多くのことを学びたいと感じました。 
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57) 問題点を挙げて考えることはできるけど、実践する力がまだ不足しているなと自分的に感じた。実践する

技術力が足りないからそこをもっと突き詰めていけたら良かったと思った。今後も建築には関わっていきたい

からいつでも実力を発揮できるようにこれからも勉強していきたい。 

58) 全体的に学修到達度が低く、自身で述べたり説明ができたとしても、そこから発展させていくことが、難

しく感じました。もう少し計画的に考え、早めの行動を心掛けるべきだと思いました。 

59) 自分で決めた目標を達成するために集中して時間をかけられなかったことは反省点だと感じている。しか

し最終的に 3D パースなどで自分の計画をまとめ上げることができたことには達成感があった。時間を有効的

に使うための計画性と、問題解決のための判断力を今後身につけていきたい。 

60) 入学時と比べると住空間についての知識を身につけることができ､物事を論理的に考察し、空間計画を行

うことができるようになったと思っています。 

61) あらゆる視点から物事を考え、自分の課題に向き合い向き合うことを目標に 1 年間取り組んでいました。

そのため、課題の問題解決や自分の考えをどのように表現すればよいかを考え計画できたことは良かったです。

ですが、説得力のある口頭発表ができ文章を書くことはできていなかったのではないかと思います。今後、社

会人になるにあたって説得力のある説明や文章を書くことは一番重要なことで欠かせないことだと思います。

そのため、相手に伝わる伝え方や説得力のある文章を書けるよう勉強していき成長していきたいと思います。

今年度の目標として取り組んでいきたいです。 

62) 建築やインテリアの専門的な知識を学ぶことで日常生活の中で見える景色が変わったように感じる。課題

によって個人制作や共同制作だったり模型のスケールの違いだったりとその場に応じた制作ができたのでは

ないかと思う。計画性はどの課題でもグダグダになりがちだったのが反省すべき点である。 

63) 自己管理の問題で自分自身の力を存分に発揮することや、重大性となる卒業制作には取り組めなかったが、

その中でも最低限のことは努力できたと思う。自分よりも大きな作品を同じ年齢の人が完成した成し遂げてい

るので、良かったとは言い難い結果になった。今後とも、自分の作るもの全般について、前よりも良いものを

作れるよう意識しながら様々な事に取り組みたいと思う。 

64) 周囲の人と積極的に関わり、刺激を受けたことでよりよい学習ができたと思う。 

65) 3 年生の時、専攻を決めましたからインテリアに関して色々を学びました。専門的の技術力も高くなりま

した。特に 4 年後期、卒業制作の時は佐藤先生から指導を受けて、実践して、空間を生み出す力を頑張りまし

た。 

66) １年次の自分と比べると知識や技術がついたことを感じることができる。制作する技術の基礎・デザイン

の基礎を学ぶことができた。しかし、まだ応用することが難しいと感じている。これからも学んだスキルを活

かしていき応用していけるよう成長していきたい。 

 

（以上） 
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人間健康学部 健康栄養学科 

2022 年度 4 年次「学修到達度の確認」 実施報告書 

 

2023 年 2 月 9 日 

 

     実施評価、報告書作成 

     4 年担任  大坂 裕子 

       佐藤 勝重 

 

【１】実施要領  

実施対象者：人間健康学部・健康栄養学科 4年生（83 名） 

実施期間：2023 年 1 月 12 日（木）～27 日（金） 

実施方法：Google Workspace for Education の Form を用いた遠隔方式 

 

【２】質問内容 

 添付資料のとおり、8 つの学修指針について、それぞれの到達度を 4 段階

で自己評価して回答するように求めた。 

 

【３】集計結果 

 回答者数 34 名（回答率 41％）で、設問 3-10 の集計結果は以下の通りで

あった。（設問１，２は、それぞれ学籍番号、氏名についての記入。） 

 

 設問３ 「教養力」はどのくらい身につきましたか。 平均：2.76 
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 設問４ 「人間性」はどのくらい身につきましたか。 平均：2.88 

 

 設問５ 「コミュニケーション力」はどのくらい身につきましたか。 

       平均：2.71 

 

 設問６ 「社会性」はどのくらい身につきましたか。 平均：2.91 
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 設問７ 「専門力」はどのくらい身につきましたか。 平均：3.15

  
 設問８ 「判断力」はどのくらい身につきましたか。 平均：2.79 

  
 設問９ 「技術力」はどのくらい身につきましたか。 平均：2.71 
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 設問 10 「実践力」はどのくらい身につきましたか。 平均：2.68 

 
 設問 11 「自己評価コメント」をお願いします。大学 4 年間の学修成果の

自己評価に関することなら何でも結構です。短くても長くても構いませんので、

必ず記入をお願いします。 

 

・人と会話をすることが楽しいと感じるようになった。 

・頑張った 

・ありがとうございました 

・4 年間で管理栄養士に必要な技術を学べたと思う。 

・栄養士としての知識を身につけられた 

・色々な境遇の仲間とともに国家試験とその先に向けて学習できました。 

・自分なりにできました 

・たくさん学べました。 

・なんとか自分なりに頑張ってます！ 

・自分のペースで勉強を行い、先生方の力を借りながらも少しずつ成績を上げられて良か

ったと思います。 

・管理栄養士の専門的な知識を学ぶことと、社会性を十分に学ぶことができた。 

・こうして振り返ってみると、判断力の値が低いことがわかった。先行研究について批判

的に考えることはできるが、論理的に批判したり独自の考えを導き出したりすることは

苦手だと感じる。 

・コロナで実験等がほとんどなかったのですが、そのほかはよく学べたと思います。 

・コロナ禍が大学生活の半分以上を占めてしまい当初思い描いていた大学生活通りとはい

きませんでしたがある程度のことは出来たと感じています。 
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・大学 4 年間を通して仲間と協力することでより良いものを作り出せることを学ぶことが

出来ました。また、入学前よりも調理や栄養の知識が増えたことを実感出来たため、そ

の知識を今後に活かすと共にこれからも学ぶことを怠らず頑張りたいです。 

・無理せずに最低限で過ごしてきたと感じる。知識はある程度あるが、自信を持って他人

を指導するには未熟、知識不足が目立つと思う。 

・大学 4 年間の学習成果としては、専門分野の知識や調理技術を磨くことができました。 

これからの課題として、コミュニケーション能力を向上を目指したいと思います。 

・大学 4 年間の学習でたくさんのことを学ぶことができた。 

・もっと積極的な学習を速い段階から心がけられたら良いなと思いました。 

・あまり勉学には励まなかった 

・4 年間計画的に学べたと思う、国家試験に向けてがんばりたい 

・専門的な知識を学び始める 2 年時から、コロナ禍のために対面授業が受けられなかった

ことや臨地実習での制限が課されたこともあり、国試の合否に関わらず卒業後に一人前

の栄養士(管理栄養士)として活躍する能力は 6 割程しか身についていないような感覚が

ある。 その反面、苦手だった自宅学習も入学前よりは大分真剣に取り組めるようになり、

また狭いながらも良好な人間関係を築くことができ、コミュニケーション能力はある程

度上達したのではないかと思う。 

・専門的な知識を身につけることができた。また、実習や施設実習を通して実践的なこと

も学べた。 

・コロナ渦でのオンライン授業では集中力が持たず、あまり頑張れなかった。 

・主体的に学ぶ力が身についたと思います 

・管理栄養士の役割について理解を深め、どのように活躍していくべきか自分の考えを持

つことができました。 

・大学で栄養学を学び、改めて"食"は人の健康に大きく関わることがわかりました。苦手

な教科もありましたが、栄養学だけでなく様々な教科を学ぶことができてよかったです。

技術力や実践力は社会に出てからしっかり身につけていきたいです。 

・グループワークや実習でより積極的に発言すべきだったと感じる。 

・大学で学修したことにより様々な経験ができ、新たな知識を得ることができました。 

・学年が上がるに連れて 1 年生の頃に学んでいた内容を理解していることが重要になると

感じました。学年が上がるに連れて課題は増えているように感じることもありましたが、

基礎がしっかりと学ぶようにしていたので追い込まれてしまうほど苦労はせずに過ごせ

たと思います。4 年生になり国家試験の勉強以外の卒業研究やその他の活動にも力を入

れることができたのは今までの私が積み上げてきたものであると感じました。臨地実習
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は学んできたことの実践の場でしたが、受け身になることが多かったと思います。しか

し、その中でも現場の管理栄養士の先生方を見ることでリアルな仕事を知ることができ

ました。 単位を全て取り、国家試験に受かることが大切ではありますが、学んだことを

就職してからも思い出すことでこの 4 年間駒沢女子大学で学んできたことに意味を持た

せたいです。 

・単位落とさずよく頑張った 

・何度も繰り返し学ぶことで理解を深められたと思います。 

・コロナの存在が大きかったと思う。 

・大学生活を通して、栄養学に関する知識だけでなく、他者との関わりなど人間関係につ

いても学ぶことができ、有意義な時間を過ごせたと思います。 

 

【４】検証結果 

 学修到達度の自己評価に関する「設問 3-10」について、学修到達度の平均値

は2.68〜3.15と各設問ともレベル1から4の平均値である2.50を越えていた。

この結果から、多くの学生は学習成果が達成されていると考えられた。設問項

目別に平均値をみると、「専門力」が 3.15、「判断力」が 2.79、「技術力」が 2.71、

「実践力」が 2.68 であった。国家資格であり専門性の高い管理栄養士として必

要な能力を、駒沢女子大学在学の 4 年間で習得できたと多くの学生が認識して

いると結論できた。また、「教養力」が 2.76、「人間性」が 2.88、「コミュニケ

ーション力」が 2.71、「社会性」が 2.91 と、管理栄養士に必要な専門性だけで

はなく、混沌とした社会の中で正しく、意義深く、協調性を持って生きていく

力を十分に身につけることができた、と多くの学生が感じていると考えられた。 

 「設問 11」の自由記述欄をみると、「管理栄養士の専門的な知識を学ぶことと、

社会性を十分に学ぶことができた。」、「管理栄養士の役割について理解を深め、

どのように活躍していくべきか自分の考えを持つことができました。」という

ような記述が多くあり、在学中に管理栄養士に必要な知識だけでなく、自分を

見つめ直し、人間性を高めてきたことがうかがえた。しかしその一方で、「コロ

ナで実験等がほとんどなかったのですが、そのほかはよく学べたと思います。」

や、「コロナ禍が大学生活の半分以上を占めてしまい当初思い描いていた大学

生活通りとはいきませんでしたがある程度のことは出来たと感じています。」

といった意見も多数あり、コロナウィルス蔓延による遠隔授業のため、学生生

活に対する不完全燃焼感が強く感じられた。 

48

d0001074
長方形



 7 

【５】今後の課題 

 まず、今回の「学修到達度の確認」に対する回答率は 41%と半数以下であり、

実施側としては周知を十分に行ったと考えていたが、結果的にはまったく不十

分なものであった。この点は大きく反省すべき点であり、次年度以降はさらに

徹底して実施の周知を行う必要がある。 

 回答率は高くなかったが、今回の結果では各項目に対して多くの学生が学修

到達度をレベル 3 と自己判断しており、在学 4 年間での学修成果は比較的高か

ったことが示唆された。しかしながら、この結果はまだ十分なものではなく、

学生の学習意欲を高めるような教育方法の工夫、改善が必要であると考えられ

た。例えば前述したように、多くの学生は「遠隔授業での不完全燃焼感」を感

じた様であったが、今後も講義では Google Workspace for Education の併用が行

われる予定であり、その利点を生かした運用方法を改めて考える必要があると

考えられた。 

 「管理栄養士」に必要な知識、実践力は卒業後も常に更新しなくてはならず、

それに向かうためのモチベーションをいかに保つかは非常に重要である。今回

の結果から、知識の詰め込みだけでなく、自ら実践して自らを高めていく力を

どのように身につけさせるか、今後さらに検討していく必要がある。 
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2023 年 3 月 20 日 

看護学部看護学科 

4 年次「学修到達度の確認」実施報告書 

 

看護学部看護学科 

学部長 髙橋 泉 

 

1. 実施要領 

対象者 ：看護学部看護学科 4 年生 73 名 

実施期間：2023 年 2月 20 日（月）～2023 年 3月 10日（金） 

実施方法：Google Workspace for Education の Forms を用いた遠隔方式 

 

2. 質問内容 

添付資料のとおり、8 つの学修指針について 4 段階の到達度で自己評価の回答を求め

た。また、「自己評価コメント」として、「大学 4年間の学修成果の自己評価に関するこ

とならなんでも結構です」という説明文を提示し記入を求めた。 

 

3. 集計結果 

回答者数 52 名（71.2%） 

 集計結果の概要を表 1 に、また、学習指針ごとの各レベルの割合を図 1 に示す。自

己評価の自由記載は表 2として巻末に示す。 

 

表 1 集計結果一覧 

学修指針 平均値 最頻値  レベル（人数） 

1（可） 2（良） 3（優） 4（秀） 

教養力 3.0 3  3 6 29 14 

人間性 3.4 4  0 7 17 28 

コミュニケーション力 3.5 4  0 3 18 31 

社会性 3.2 3  1 9 22 20 

専門力 3.2 3  0 7 30 15 

判断力 3.0 3  1 12 24 14 

技術力 3.0 3  1 13 25 14 

実践力 3.1 3  2 9 24 16 
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図 1 学修指針別レベル割合 

 

4. 検証結果 

 2022 年度は、国家試験終了後に実施したため、回収率が 71.2％と昨年のように 100％に

は至らなかった。到達度の自己評価は平均値が 3.0～3.5、最頻値が 3あるいは４であること

から、約 7 割の学生が 4年間の学びによって学修成果が達成されたことが示唆された。 

 詳細をみると、平均値が 3 を下回っていた学修指針はなかったが、到達度レベル 1 と評

価した学生が最も多かったのは教養力の 3 名であり、カリキュラムの構成上教養科目の履

修は低学年のみであることが影響していると考えられる。人間性、コミュニケーション力、

社会性、専門力については平均値も 3.2～3.5 と高く、人間性とコミュニケーション力は最

頻値が 4 であった。必修 23 単位に及ぶ実習科目は、2 年次より COVIT-19 感染拡大によ

り実習時間の短縮や学内実習という制約を受けた学年であった。しかし、臨地実習を進めて

いく中で、患者や臨床指導者をはじめとする多様な人々とのかかわりを通して、人間性やコ

ミュニケーション力、社会性、専門性が身についたと実感できた学生が多かったと考えられ

る。判断力、技術力、実践力についても、平均値が 3.0～3.1 であった。これらの項目も専門

基礎科目から専門科目へと学修を積み重ね、3 年次後期から 4 年次前期にわたる長期間の領

域別実習や統合実習を通して、看護という専門職の基礎力について自分自身の成長を感じ

られたことが伺える。自己評価の自由記載欄にも実習を通して自らが成長できたという記

述が多くみられた。 

 一方、判断力・技術力・実践力で到達度レベル 1 をつけた学生が 1~2 名存在したが、コ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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専門力

判断力

技術力

実践力

学修指針別レベル割合
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n=52 
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ロナ禍において看護技術に不安を感じつつも、自由記述からは前向きな思考が培われてい

ることが伺えた。学習到達度を確認した時期が、就職や進学が決まり、国家試験も終え卒業

を待つのみであったことから、やり遂げたという達成感を抱くことができ、自己評価に反映

されたとも考えられる。 

 

5. 今後の課題 

 今回の対象者は、看護学部看護学科の２期生と卒業延期になった 1 期生である。2年次も

しくは 3 年次年からコロナ禍の影響はあったものの、演習科目では感染予防策を講じた上

で可能な範囲で対面授業を取り入れ、臨地実習では時間短縮や学内実習と組み合わせ、学生

の経験の幅を増やしてきた。しかし、2020 年度入学生は、1 年次よりオンライン授業が主

であり、基礎看護学の実習経験もわずかであり、領域別実習では専門力・判断力・技術力・

実践力等に加えコミュニケーション力の不足が目立っていることも否めない。そのため学

生個々が十分に学習成果の達成感を得ることができるよう、授業内容や方法の検証および

臨地実習指導を丁寧に実施していく必要がある。 

 

6. 巻末資料 

自己評価として自由記載された記述を以下に示す。 

 

表 2 自己評価自由記載一覧 

初めては新しい環境で戸惑いましたが、最終的には頑張って知識・技術の基礎を身につ

けることができたと思います。 

看護についての考え方は次第に身につけることができたと思うが、まだまだアセスメン

ト能力が無いため、今後もっと取り組めるように努力したい。 

5 年間の実習や演習の経験を通して看護の在り方や価値観を見直すことができたと思い

ます。何かつまずいてしまった時には経験したこと、学んだことを思い出して頑張りた

いと思います。 

先生達の支えと友達の支えで無事卒業できそうです。やっとスタートラインに立ててこ

こから沢山学ばなければならないので頑張っていきたいと思います 

物事を客観的に見る視点を学べたと思います。 

今回のように到達度を確認したことで、自分がなんの力が弱いと感じているのかが理解

できた。今回自分でこの分野が弱いと分かった分野について、今後たくさんの経験を通

じて力をつけていけたらなと感じた。 

コロナで技術面がとても心配のまま看護師になることが 1番心残りです。ですが、教養

の単位も 11個も取れたので自分の知的好奇心が思うままに学べたなと思います。 

患者さんのニーズを考えながら、根拠に基づいた看護を意識できたと考える。 
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この 4 年間で看護師や社会人としての、知識や実践力が学べたと考える。特に、コミュ

ニケーション能力はどの職業でも大切であるため、この 4年で成長することができてよ

かったと考える。 

実習で患者や医療者との関わりを通して、専門的な知識を身につけることができたと思

う。 

4 年間の学習を通して看護の知識や技術を学び、自分が持っている力を実習などで活か

すことができたのではないかと感じます。しかし、1年間オンライン授業だったことも

あり十分に技術を習得できているとは言い難いと考えます。そのため、技術力や実践力

は満足の評価より 1 つ下にしました。 

なんやかんや言われたまま課題を行ってたら履修できたが、自分からやったほうが達成

感や今後の看護感を養えたのではないかと考える。先生に質問すればいろいろアドバイ

スされるのでもっと伺えば良かった 

新型コロナウイルスが流行している中で、実習や授業が対面ではなくオンラインで行い

ましたが、できる範囲で様々な経験をし、勉学に励みたくさんの知識と技術を自分のも

のにできた。 

自分自身が総合的に成長できるよう様々な視点から努力できたと思います。今後も自分

の利点と欠点を見つめ、良い方向に伸ばしていきたいと思います。 

この 4 年間で身体的、精神的、社会的に成長できたと思います。授業や進路、実習では

自分の力だけでなく先生や友達に協力してもらい今の自分がいると思います。人の役に

立つ人間になれるようにさらに頑張っていきたいと思っています。 

人間力、社会力が伸びたと思う。 

患者さんを尊重して関わることができたと思います。 

移乗や採決など、技術については不十分だと感じています。ただ、実習での経験を含め

知識については新人看護師として十分持てているのではないかと考えています。 

実習では、講義での学びを活かし取り組めたと思う。コロナ禍で体調管理が大変だった

けれど、体調を崩すことなく出席できたので良かった。大学 2年生は講義のみで採血な

どの演習ができなかったことが不安ではあるが、オンラインであったことで、通学時間

がなく、より自己学習に取り組めたとも思う。 

自分なりに頑張った 

多くのことを学び成長することができました。 

技術の内容により見学のみのものもありましたが、限られたチャンスを大切に看護技術

の体験や練習に取り組めたと思います。 

対面とオンラインの良さを両方感じながら学習することができて良かったです。特に国

試に関しては、先生や職員の方の手厚いサポートのおかげで乗り越えることができまし

た。4 年間ありがとうございました。 
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オンラインと対面の両方で授業を受けたが、どちらも有意義な内容で良かった。 

技術面での練習が不足していたり、技術面で習得不足があると思った。 

特にないです 

4 年間の授業や実習を経て、物事を多角的に、俯瞰してみる能力が身についたと思いま

す。 

実習で色々な患者さんと出会って、それぞれの患者さんの思いを受け止めることの大切

さを学ぶことができました。 

授業や自己学習で疑問に思ったことを、先生にすぐ聞くことができ、様々な力が伸びた

と思います。 

実習を通して、コミュニケーション力や看護の専門力がより身についたと思います。 

コロナで基礎看護学Ⅱの技術が実施できていないため、他の学校の人よりも不足してい

るのではないか心配です。心電図の読み方の授業も疾病と治療の 1度で少ししか習って

おらず、きちんと読めるか心配です。1 年生の時は、看護は患者の近くに居る者としか

想像できませんでした。4 年間で看護は患者さんができるようになるには私は何ができ

るのか考えて提供する。そのためには、医療知識、技術も必要だけど、社会情勢とかも

色々なことを知っていることが必要だとわかりました。看護研究は、計画書だけでなく

て実際に研究までやってみたかったです。4 年間の勉強は楽しかったです。勉強や実習

だけでなく、卒業セレモニー係をして社会で必要なことも学べてよかったです。 

医療者従事者としての自覚はもちろん、人間性も学ぶことができ、人として成長できた

4 年間であった。 

自分自身、最大限努力しての成績なので真摯に受け止め、次こそ頑張ろうと思い、それ

に伴った成績も出ているので満足しています。 

性格上後回しにしてしまったり、器用に上手くできないことも多かったですが、実習で

実際の看護を学んで広い視野と的確な判断の大切さを学ぶことができました。 

授業で学んだ知識や技術を実習等の実践的な場面で活かすことができ、学びを深められ

たと考える。また、4年間を通して多様な人々と関わりを持ちながら学生生活を送り、

コミュニケーション能力を身につけることができたと思う。 

技術力に欠ける 

大学生活 4 年間を通して、看護の専門領域の知識を身につけてそれを活用し、根拠に基

づいた実践をすることができるようになり、常に向上心を持ちながら学ぶ姿勢を取れる

ようになった。また、多様な価値観を尊重し、相手の発言や態度・行動を肯定的に受け

止めながらコミュニケーションを発展させることができるようになったと考える。 

これからも精進したいと思います。 
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コロナで学校に通えないことから技術力が乏しいと感じました。コロナ禍で統合実習が

学内になってしまいましたがその分融通がきき、やりたいことやわからないことが聞き

やすかったです。総じて就活、実習、国試のある 4 年生が一番辛く感じましたが一番成

長したと思います。 

オンライン授業や学内実習が多かったため自分の知識や技術に不安が多かったが、先生

方の工夫した授業によって学びも多く、その時にできる最大限の努力はできていなので

はないかと考える。また、臨地実習での学びがとても多く、自分自身の看護観や成長に

もつながったため四年間はとても充実していたと考える。 

専門的な知識を身につけたことで看護とは何かについて自分なりの考えが持てるように

なったと考えます。卒業後も大学での学びを活かしながら柔軟に物事に対応できるよう

鍛えて行きたいと考えます。 

あまり自主的に勉強に取り組むことはありませんでしたが、実習や国試の勉強はやらざ

るを得なかったので、自主的な学習が少しだけできるようになったと思います。 

実習中や 1~3 年の頃にはわからなかったことが、国試を経て簡単に理解できていたり、

わかることが増えているように感じました。 

4 年間で看護の知識、技術はもちろん、人としての教養を身につけることができたと思

う。 

4 年間の学修で行うことができたのはレベル 3までだと感じた。レベル 4からは今後継

続して行なっていくべきことであると感じたためこの評価をつけた。 

4 年間で学修したことを踏まえ、自己研鑽を続けることが必要であると感じた。 

授業や実習を通して、看護学生として必要な知識を身につけられたと思います。また、

実習中も適宜先生方や指導者さんが丁寧に指導してくださったので、実習を重ねる度に

自分の行動に自信を持てるようになりました。看護技術については（コロナ禍でオンラ

インだったのでできなかったため）もう少し授業で体験したかったように思います。 

大学で専門的な知識を学びました。ありがとうございました。 

大学 4 年間では、看護に必要な技術や知識を学び、実習でも活かすことできた。この大

学 4年で培ってきたことを就職先の看護師として活かしていきたい。 

看護技術に関してはあまり向上させることができませんでしたが、その時に専門職の一

人として自分に何ができるのかを考えられるようになりました。 

コロナ禍でなかなか実技演習が出来ず、技術力の部分は非常に不足しているなとこの 4

年間通して感じました。個別性を考えた看護という点では、実習で多くの患者さんを受

け持ち、それぞれ個別性を考慮した看護をそれぞれ実践できたのではないかと思いま

す。4 年間とても貴重な経験が出来、看護師になる為の学習をスムーズに自分のペース

で進められる事が出来たと思います。 

大変だった実習や就活、国家試験をしっかり 4年間でやり遂げたことは良いと思いま

す。 
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必要な単位を 4 年でしっかり取ることはできたのはいいことだと思います。 

大学で色々なことを学べてこれからの人生に役に立てるように活かそうと思います。 

目標などを立てて達成することが出来て良かったです。 

大学に行ってよかったなと多方面で思います。国家試験も無事終了し４年間本当に楽し

かったです。ありがとうございました。 
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